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めに 
 

 成 年３ に 示された学 指導 では， ・ を ・ 思考 ・ 断 ・

表現 等 学びに かう ・ 性等 の３つの に 理したうえで，学校と が り い

学校教 を通じて り い を る という理 を共 し， の うな ・ を に

られる うにするのかを にしながら，学校教 を学校内に じ に， の 的・ 的

活用し， との連 び協 に りその実現を る に開かれた教 が され

てい す。 た，学校 で 生徒や学校， の実 を に し，教 の目的・目 の

実現に な教 内容等の教科等横断的な での 立て，実 の と ， な

的・ 的 の な を通して，教 に 教 活 の を させ，学 効果の

を るカ ・ ジ トの 立を ることとされてい す。 わせて，各教科等の

指導に当たっては， ・ が りな 成される う， 生徒の 主 的・ 話的で深い

学び の実現に た授業 を うこととされてい す。 
 市では， 学 指導 の の実現を るた ， の初年度で る 成 年度か

ら， 市立小・中・ 教 学校で 実 し，カ ・ ジ トの 立に て，学

校教 目 にお る 成を目指す ・ の見 し，教科等横断の関連単元配列表の作成な ，

各学校において 教職員の共通理解の と， を てい す。 
 た， 科学 これからの に られる ・ を た のカ ・

ジ トの り方に関する 研究 業の指 を ，京都市立 小学校，太秦中学校，

小中学校の３校において， 立 学法 教 学 学 連合教職実践研究科・

教授，京都 学教職 職 ・ 教授の指導 をいた ながら，実践研究を

て した。 
 は，指 ３校の実践研究や成果・ 題等を し，各学校のカ ・ ジ

トのさらなる 実に する目的で作成した のです。各学校で活用いた れ いです。 
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 ・ ントと  
 

 カ ・ ジ

トの らいは， 教

に 的

かつ 的に各学校の

教 活 の の を

ること （学 指導

の４）に り す。各学校では，これ でから教 目 の実現に て，教

成の 方 を ，各 指導 を作成し，指導 を た校 を え， な

を配当したり， の協 を ながら，それらに いた の授業を展開し，授業の成果

や 題を見 ったりしながら， 年度の につな るという での教 活 の の を ら

れてい す。そうした でカ ・ ジ トは， った しい方法を導入するこ

とを目的とする のでは り せ 。 し ，自校の教 活 の を に ることがで

る のになっているか，教科等を えて 成される学 の となる ・ や現 的な

題に 応する ・ が らい おりに 成されているか， の 的・ 的 の活用につ

いて考えることはで ないか，といった について，学校として 的， 的， 的に，そ

の実 を して を ってい を つことが です。 
 カ ・ ジ トの 実を るた ， え ，学校 との関連 を り

ルを させる，職員 議や学年 ，教科主 な の 議の を生かす，学校

協議 や ，学校 りな を活用するな ， の や を生かしつつ，その

の の を ってい ことが られ す。 
 

・ い の と ・ ントの  

主 的・ 話的で深い学び は， 式的に 話 を り入れた授業や特 の指導の を目指

す のではな ， 生徒の の い学びを す な工夫を してい す。 
生徒が， 成を目指す ・ を  

に ることがで る うにするた には， 
各教科等の授業とと に，教科等の を え 
て， ・ ー で単元 をつないでい 

という教科等横断的な授業の が かせ 
せ 。 成を目指す ・ を の う 

に のかという から，授業 や  
の に り ことが です。教  
を にして，教科の りや学年を えて，す ての教職員がその 性を し， の

授業について教 の中での を しながら り ことが られ す。その

た には， 理職を中 に学校の や の見 しを ること です。授業 と

を 的に うことがカ ・ ジ トになり す。 
 の教職員は，各教科等の年 指導 や単元 等は実 を って えてい すが，教

となると 度が なり の授業から れてし いが です。そのた ，校 が学校の

ジ ， 成を目指す ・ を に ， の と方 を えることが られ

す。 
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 ・ ント に たって 

 

 授 ら 

と  

 な ，カ ・ ジ トを うのか いささか に えていえ ，それは，

，教職員， 者等，学校に関わる の せ（ ）のた で り， り い の

のた です。現 は， 変 をはじ ， ル ， 的 の

， な の に てい す。その うな を生 た に

な は か，公 さや かな 性が された な は の うな のなのか， た

は に い する を生 ，しか を う た の教 という を っ

てい す。 られた の中で教 効果を することがカ ・ ジ トの目的

となり す。 
 ジ ト は， 業の ジ トや ジ トな な目的に して

われる です。 は で ジ トが 効 と した です（ ）。

からこそ，学校にお る ジ ト，なかで 的に教 目 ・内容・方法を とする

カ ・ ジ トは， ジ ト主 で る学校 理職や教職員が，その目的を

に い ることが られ す。 の うな ・ を たいのか，それが の うな

を することにつながるのか， には 学的に思 することが となり す。教 の目的，

目 は教 法をはじ 各 法 や学 指導 に 記されてい すが，教 成・実

は各学校が主 となって う のです。授業に関しては，各教 にかなりの が り す。

各学校の校 等 理職や教職員が，学校において れる教 活 の目的を に い るこ

とが， り いカ り・授業 りの になり す。 研究の指 ３校はい

れ ，学校教 目 を 教職員の の とで われ した。自校の た の実 の

に ，この た に の うな ・ をつ る かを，教職員 とりが自 の

で考え にし， とと に考え，それを させていかれ した。 
 この うに，カ ・ ジ トの は， のた に という いから り

す。 年の学校では， 教 です。と すれ ，教科 の単元を こなす こと

に になること り す。しか ， ル のた の 業

は しさに をか した。 方で， で学校 の の や を

じながらの 話的な学びの実現な のた に，各学校においては， そ そ のた に こ

れは 当に か うすれ 実現 か 効果を られるか といったことを， 年

に に考え， を られたのではないでし うか。そして，年 指導 や ， 単

の り方を見 したは です。これは， せ して されたことでは り すが，カ

・ ジ トの その ので り した。この を，各学校が ジ に生かす

ことがで れ ， の しい ではなかったことになり す。 
 さて，カ ・ ジ トその のは，見方に っては，教 活 のた の に

せ が，その は，教 の 性，自 性， 性，協 ， 主主 といった に え

られる のです。教 は， えられたカ をこなす の カ ・ ー

ー ではな ， カ ・ ーカー るいは カ ・ ー ー として，開発的

にそれに かうことが されてい す。学 指導 等の の や は し すが，

教 は， と教 ， ， には ト ー ーな と 関わりながら，教材を

して， に たな学びが生 される 的な です。その うな各学 にお る 的・
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開発的な授業の を， にとっては学びがいの る の ，教 にとっては手応えの る

の と てい た に， とりの教 の学びや実践を え， の学び いや協 的

な実践開発を し，学校 の教 活 に 的に り のがカ ・ ジ トな

のです。 
 

ポイント  

 の学び を とすること 

 カ の の は 学びの です（ ）。この立 からは，

されたカ （教 ），実 されたカ （授業），学 れたカ （

が学 果）という３ が され す。カ ・ ジ トの において 教

ではな カ を使用する はこの に ると考えられ す。 の学

びに 目し， 学 れたカ を と に 実させるた に， されたカ

と 実 されたカ の ・ を うのがカ ・ ジ トです。つ

り， の学びが ということです。 な の をした は，学校の

フ ー を することの とつは， 教 が生徒の目 で学 を見ること と てい

す（   ）。教 は， れ の目 で学びをとらえられているでし

うか。 の学びに 目すると，自 と学 の り方を することになり す。学

には 性と 当性が られ すが， 性 を てい と しやすい の を

る 的 トに ることになり す。しかし，思考 ， 断 ，表現 等や学びに かう

な ， しに い学 てたいわ で り，そのた ， の 当性を て フ ー

題やルー の開発に ジすることになり す。この うな を に 的

な のとすることは て ですが，教 の 職で る教 が各 の主 に 見 りを

り， に主 をすり合わせる 主 的な に り，教 の と の 性を

ることがで す。指 ３校 ， の振り返りに 目したり，学校として 成したい ・

のルー を作成して と共 したりするな ， いに工夫を らしてい す。 
 ジ ト ルと ールフ ー  

カ ・ ジ トにおいては，教 びその実 に な （ 的 な

）を しその を の に させてい ことが です。そこで， 年学校現 に

いて た ルが 用されることが いわ ですが，その ，

ルは りから発 されたこと，つ り に や 等を し， れの をつ

らない う する ジーの とつで り，それを ての学校教 に に 用させ

ることの うさは してお が り す。教 の においては， た と教 の

作用に って の方 に り， たな発見や教 の を える らしい の

発 が見られたりし す。当 ，教 は 目 と を して授業に わ ですが，教

で 生 される かな学びを せ ， 的に する 目 にとらわれない （ ー

ル・フ ー ） の考え方を にしていた たいとこ です。このことを えた で

ルを 用することは り すし，各学校で たな ジ トの を す

ること 考えられ す（ え 小学校開発の 話 ジ ト ル ）。 
 的な  

 カ ・ ジ トの の中には，教 で な り り す（ え

当教科において主 的・ 話的で深い学びを実現するた の授業 の工夫）が，

で り ことに り，学校 の授業の を ，カ の 効性を ることが

4

 
です。教 はそれ れ なる や ，自 なりの や指導 を ってい す。 性

は の で る 方で，各教 が学校としての を なかったり， の教 が

的な を なかったりするので れ ， で る が り せ 。教 の 性や

を しながら ， の を の と させてい ジ トが かせ せ 。

学校の教職員 員が， や学校の実 ・ 題， ジ を共 し，これらに した で，

教 の実践において工夫して らうた には，カ の や の を

することが 効です。各 の 果 でな ， の作 や活 の ，教 の記

や記 な ，実 のた の 材はた さ り す。これらを し合い， の教 題

と 成したい ・ ，そのた の な について にしてい に 教職員（ 合

に っては の ーな ）が する をつ り，各自の当 者性を ，主

的な関 を したい のです。そのた のツールとして， 者が自らの や

を に り， にし，共通 や ，実 と の 果関 を り してい

うなワー シ の 議は 効です。 
 的な の う とつの トは， は 目 は ール で 成果を

して小さな 成 を の ル ー つな て というとこ と考え す。学校では，と

すれ を すことに しが です。 の は なことですが，成果の

です。 するた の ル ーは で り，その つが実践の手応え， 成 です。授

業がう いった の手応えの は，教 で れ 的に することですが，それに え，

理職や に る とフ ード ， 成を で るた の を してお な

の工夫 です。そして成果は， 的に して共 し，効果的な については，

自 なりに して たり，学校のカ に りして したりすることです。 
 

 

 実践においては，手 が目的 することに しては に が です。 を れ ，カ

・ ジ トの方法として，教科等横断的な指導やそれを するた のツールで

る関連単元配列表な が提 されて した。しかし， 単元配列表の作成がカ ・

ジ ト という 解を生 性が り す。そうすると，手 が目的 し，関連単元配列

表の作成が 式的で で の い作業に わってし うことになりえ す。関連単元

配列表は，指導の見通しを つこと，教科等の関連性を見 すことな ， において 効です。

た，単元配列表を関 者が ， の や授業の実 を り合うことに り，教 の

を 見える したり，実践の を したりことに り ・ に使うこと です。

関連単元配列表を使う目的を に ，これを とした ーシ に り， 的・

協 的にカ の ・ ， の ・実 と発展させてい た のツールとして，

使いこなしていた たいと考え す。 てがいではな ，自 た で る た の学び

の で るという を ， 表で りながら，実践の記 ，そして実践の や

のツールとして 効活用されることが され す。 
 

用  
な は ジ トが 手なのか 中 ，  

学 カ の ，  
ジ ・ （ ） （ ） 教 の効果 ，  
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です。教 はそれ れ なる や ，自 なりの や指導 を ってい す。 性

は の で る 方で，各教 が学校としての を なかったり， の教 が

的な を なかったりするので れ ， で る が り せ 。教 の 性や

を しながら ， の を の と させてい ジ トが かせ せ 。

学校の教職員 員が， や学校の実 ・ 題， ジ を共 し，これらに した で，

教 の実践において工夫して らうた には，カ の や の を

することが 効です。各 の 果 でな ， の作 や活 の ，教 の記

や記 な ，実 のた の 材はた さ り す。これらを し合い， の教 題

と 成したい ・ ，そのた の な について にしてい に 教職員（ 合

に っては の ーな ）が する をつ り，各自の当 者性を ，主

的な関 を したい のです。そのた のツールとして， 者が自らの や

を に り， にし，共通 や ，実 と の 果関 を り してい

うなワー シ の 議は 効です。 
 的な の う とつの トは， は 目 は ール で 成果を

して小さな 成 を の ル ー つな て というとこ と考え す。学校では，と

すれ を すことに しが です。 の は なことですが，成果の

です。 するた の ル ーは で り，その つが実践の手応え， 成 です。授

業がう いった の手応えの は，教 で れ 的に することですが，それに え，

理職や に る とフ ード ， 成を で るた の を してお な

の工夫 です。そして成果は， 的に して共 し，効果的な については，

自 なりに して たり，学校のカ に りして したりすることです。 
 

 

 実践においては，手 が目的 することに しては に が です。 を れ ，カ

・ ジ トの方法として，教科等横断的な指導やそれを するた のツールで

る関連単元配列表な が提 されて した。しかし， 単元配列表の作成がカ ・

ジ ト という 解を生 性が り す。そうすると，手 が目的 し，関連単元配列

表の作成が 式的で で の い作業に わってし うことになりえ す。関連単元

配列表は，指導の見通しを つこと，教科等の関連性を見 すことな ， において 効です。

た，単元配列表を関 者が ， の や授業の実 を り合うことに り，教 の

を 見える したり，実践の を したりことに り ・ に使うこと です。

関連単元配列表を使う目的を に ，これを とした ーシ に り， 的・

協 的にカ の ・ ， の ・実 と発展させてい た のツールとして，

使いこなしていた たいと考え す。 てがいではな ，自 た で る た の学び

の で るという を ， 表で りながら，実践の記 ，そして実践の や

のツールとして 効活用されることが され す。 
 

用  
な は ジ トが 手なのか 中 ，  

学 カ の ，  
ジ ・ （ ） （ ） 教 の効果 ，  
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 を ・ の し 

 

 各校の教 成の となる学校教 目 は，法 に る

学校教 の目的や目 ，教 の に ， 市 学校教 の

考に， 学 指導 の や小中 教 方 等を

え，教 題の解 を目指して することになり す。教

題とは，自校の 生徒の現 を 的（ には主 的に） し，

成を目指す ・ を た の 題と いえ すが，学校教 目 に らしながら各教科

等の授業を し，教 の実 を 的に することがで る う，学校教 目 に

は， 成を目指す ・ を 的に示すことが です。これらを とに学校教 目 を見

すことで， の教 実践と 成を目指す ・ の び が になり す。 
 カ ・ ジ トを る には，学校教 目 の実現に て（ 成を目指す

・ を ー に）， となる各教科等の内容を し， した内容について各教科等

の関連を りながら配列し， な

授業 を配当するな ，学校教

目 との関 を しながら，各教

科等の教 内容を教科等横断的な

で することや， 生徒の

や の現 等に関する や

各 ー 等に ，教 を

成し，実 ・ をして を

る ジ ト ルを 立す

ること， た， 的・ 的 等を

効果的に 合わせ活用すること

が となり す。 
 

 の ・ を に  
 

 カ ・ ジ

トを り効果的に実 する

た に， 成を目指す ・

とに各教科等の単元

や学 内容を配列する 関連

単元配列表 を作成し， つ

ながり や と り を

・共 すると 効です。

成を目指す ・ に

，各教科等の内容に応じ

て共通 を関連 ，効 的

かつ効果的な学びになる

う， 性 えつつ，

教科等横断的な ， ジ ト ルの ， 的・ 的 等の効果的な活用の

の３つの から配列を し す。なお，関連単元配列表は，作成することが目的ではな ，
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作成する が で り， た， 的に見 してい ことが です。 生徒の が変わ

ったり，思い ら 的 が られたりするな ， 成を目指す ・ を

を に え， ての教職員が学校教 目 の に関わり，共 したうえで，その実現に

て の教 活 を実践・ ・ してい ことが です。 
 

 な の を として 
 
 学 指導 では， 合的な学 の の目 について，学校教 目 を え， 合的な

学 の を通して 成を目指す ・ を示すことや，他教科等との目 び内容との い

に しつつ，各教科等で 成を目指す ・ との関連が されてい す。 
 合的な学 の は，学校教 目 と つながる な を っており，各教科等と関

連 ながら， 題解 や 究活 を実践するという 合的な学 の の特 を に え

た活 を展開することが です。カ ・ ジ トを通じて， 生徒に の う

な ・ を かを にして，学校教 目 との関連を りつつ， 合的な学 の で

する 究 題が，学校教 目 の実現に 的・ 的につながる う することが

です。 
 

 ント イ ， ・ の に いて 
 
 教 の 成に たって，カ ・ ジ

トの として，学校 の実 が に関連して

す。教 活 の の を 的かつ 的に って

い た には， 的・ 的な の実 を に考 す

る が り，そのた には， 生徒の特性・実 や

教職員の 成，教 の指導 ，教材・教 の ，

に る連 び協 の に関わる な

的に ・ し，教 の 成に生かす が り す。そして，教 の実 を

し，その を ってい こと（いわ る ル）が られ すが，内 ・

の実 は学校に って なるのが実 です。そのた ，各学校においては， 自校の

内 を し す。 生徒の特性・実 や教職員の 成，教 の指導 ，教材・教 の

等を え， 成を目指す ・ は の うな のか，そのた 校内の を

の うにつ り， る教材・教 を の うに活用するか， りない のを するた の

は で るのかな ， 的な から し す。その ，学 を授業 や

の に た学校教 の に て 的かつ 的に り ことが です。

学 指導と学 は学校の教 活 の で るた ，カ ・ ジ トの中 的

な となることに して さい。 
 については， や との連 を にする

ことが です。そのた ，学校の教 方 や特 る教

活 の ， 生徒の な を や と共 し，

協 することに り，教 の 成・実 に生かしてい

ことが られ す。 者や が学校 に す

る学校 協議 な ，学校と の連 び協 の を

，教 を して学校と がつながることに り，
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で の うな を てるのか， を実現してい のかという目 や ジ の共 が

され， とと に る学校 りが 効果的に られてい ことが され す。その

，学校 が，教 の 成，実 ， が教 活 や学校 の中 となることを え

つつ，カ ・ ジ トと関連 ながら実 する う することが です。 
 

 の を生 して 
 
 市の学校 協議 では， ・ ・学 者な い の方 に， 員として学

校 についての 見や をいた でな ， の学校では，協 活 を う

員 を し，そこで の 者や の方 に る に 的に いた

ことで， に応じた な協 活 が実 されてい す。小・中学校合 の学校 協議

を しているとこ り， 教 年 の した学びと の 実に 学校・ ・

が となり， る で してい が えられてい す。 
た， 市では， 学， ， ， 業等の協 を て， 的・ 的 の見学

び 学 ， の することは と り， や 学な の に

関する の や， ， ， ， ・ 等の な ， と共に を

通して や を と 度を てる が です。 
， を学 ， で学 ， から学 実践を発展させ，カ ・ ジ

トの において ，これらの を活用し，各学校の実 等に応じた特 る教 活

を ってい ことが です。 
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 業に たって 

 
 科学 これからの に

られる ・ を た のカ

・ ジ トの り方に関す

る 研究 業では， 小学校，太

秦中学校， 小中学校の３校を

指 校として， ー （ 記 ・

・ ）を 的に えつつ， 成を

目指す ・ の 現 に ，

学校 の工夫（業 等）を

り カ ・ ジ ト

の実 的な を して した。 
 

ー 学校の教 目 等の び実現に た研究【 小中学校】 
ー 学 の となる ・ の 成に た研究【太秦中学校】 
ー 現 的な 題に 応するた の ・ の 成に た研究【 小学校】 

 
指 ３校の 内容  

学校  内容 

小学校 

主 的な学校 を目指した 教職員が する 議 を
し， ・ ー で学校教 目 の や教職員の学校
の を 。 話の に り の関 性を ，

関 の 成を目指す。成果の見 りは， とと に
おい （ 指 ・ルー ）を作成。 

太秦中学校 

教 ・生徒指導 ・研究 を中 に，各 ・各 の連
を した カ 員 等 を 成し，
の ルルー で 教職員が となってカ ・ ジ

トを 。シ ルな授業 成， いの工夫， ールの さな
の授業 が中 。 

小中学校 

成 年４ に 教 学校として開校。 しい学 実 ・
実 で るが， 教 年 を通じた 的な学 （グ

ド ）の と， 考える 発 する ー
シ の 成を目指す。 ール で ジ ト

ルを しつつ， を した授業 を 。 
 

指 （研究実践 ）  
  元年度から ２年度 
 
 ３校共通して， 校内 の見 し 年 の は と り， 的な実践・ の方

法 生徒の変容の見 りを にした ジ ト ルの手法 方 につな

る り を にしながら， を した実践研究が られて した。 
 た， 教授（ 立 学法 教 学 学 連合教職実践研究科）， 教授（京

都 学教職 職 ）に 指導・ をいた いて いり した。指 ２年 は，

ル に う， にわたる 校 はじ ，学校教 活 が さ

れること ，思う うな研究・実践が られないこと り したが， に，そうした

が る中 からこそ，カ ・ ジ トが り効果を発 するとの な思いを

共 しながら，３校それ れが工夫しながら り でこられ した。その や成果，

題等を ージ に し す。 
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 めに 
 

・ ント を のように ， の ら した  

の教 は， かつ な教 題に

応す ，自主的・自 的な学校 の実現が

られている。学校が自 性を発 するた に

は， ての教職員が， てる を に発 で

る自 的・協 的な学校 が で る。  
研究では，学校教 目 の 現 に て効

果的に するた に， としての と

を 的に ， し る りを目指

した。この うな を するうえで，カ

・ ジ トは学校 の中 として

られる（ ）。そこで， を共 し，

の成 を の成 に る として 効な で る校内研修に 目し，学校の

を った。その中で， 話の という たなカ 作成を学校 に

， 話的な学校 の に り 。 
 

・ ント を う や  

の うに，カ ・ ジ ト

の目的は，学校教 目 の 現 に る。 校

にお る主な 題は ・ ジ トで

る。 ト ルの 応に われることが

り， 者の から学 が し なる

ー な ない。そのた ， 話に り学

校に ・ の を 成することを学校

の中 に えることとした。そこで， 成を目

指す ・ を 関 （自 ・協 ）

と し，学校教 目 を 元年度は 共に学

び に学  校 ， ２年度は に学び 共につ る 校 と した。この学校教

目 の 現 に ， 話に り， の関 性の を ，学校に ・ の を 成する

ことを目指した。そのた に， 話の という 校 自のカ を作成するた の校

内研修を した。さらに， の関 性の を るには，教職員の に する関わり方を

変えることが と じ，研修を通して教職員の関 性の を ，自 的・協 的な学校

を することを した（ ）。 話的な学校 の を に，学校教 目 の

現 に ， 業 効 を ，教 の を （たい） が発 した。この活 の に

当たっては，学年 を活用している。学年 の中で， のことについて話をする や，実践

を振り返り を し合って の実践につな る が，自 的・協 的な学校 の

成に していると考える。 
 校の るカ ・ ジ トとは，教職員の自 性・協 性に えられた 業

効 を ，教 の を （たい） の活 を通して， の自 性と協 性，すなわ ，

関 を ることで ると えている。 

の  

の  
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 の を ・ の し 
 

を のように し， を ・ を した  

校が 成を目指す ・  

議を実 （ を活用） 
教職員と学校 協議 や な の や 者の 表が， の うな

を てたいか， の うな学校で れ いかな 話し合い，学校教 目 を見 す。その中

で， の や を し合い， た に たい を にする。 議は，

これ で っていた教職員の の年 を見 し， り目 を にする目的で う うに

した。 
   
 
 
 
 
 
 

に いて 

見 し  
 

見 し  
 

しに たっての な りや気付    

  
 
 
 
 
 

 の  
 

・ ント を るための の工夫 

研究  
 
 

研究  
 
 
 
 
 
 
 
 

自 らしさ発見     共に学び  に学   校 

・校 とに を ，教科 から各 当に えたうえで り 。 
研究は研究 生徒指導は生徒指導 の うに，それ れの で いていたた

，横のつながりが見えに い で った。 

・ ジ を共 する 
教職員で学校教 目 を見 し， じ トルで り る うにした。 

・学年 を中 にして を る 
ルを してい た に 効果的な が学年 で ると考え

た。 に 度の学年 を し，学 や の でな ，授業の 方や

の な を共 し， 関 を の うに してい か， の は こ

で びているかな を共 する うにした。その は，関連単元配列表と 案

を活用し と振り返りを連 させている。 
・す ての教職員が を見 して ジェ ト とに を する。 

各 がそれ れ効果的につながり学校教 目 を 成する ジェ ト ー

として活 している。 

話する学校    に学び 共につ る 校 

関  

年度 に， 年度の と 年度に てとい

う 合いで 議を うが， 年度

して た教職員と， の うにして共通理解を

ってい かが 題で る。 

者， 年者・ 者を にして研

修を 式で うことで， り主 的に

り る うにする。 式 な

が自 で で （研究 ）に する 式。 
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ての を ま の やその に いて 

 話を とした校内研修の開発 
話の のカ

に当たっては，教職員自らが

の 話を する が ると考

えた。そこで， 研修では，

に こる 立を， 話に って

理解 導 に 目し

た。そのた に， は，職員

内で こっている と りを

と共 し，研修の ール

を した。そのうえで，教職員

の自 性・協 性を る校内研修 グ を作成した（ ）。  
話を ー とした校内研修に り， ーシ の となる，教職員が を考え，

う したいと っているかが共 され， につながった。 た， 話の研修を する

ことで教職員 に 関 が生 れ， やう いっていないことな ， の を

員の で して て らえると思える関 性に変 していった。そして，自 の思いを

自 に える教職員の関 性が されていった。 
 
 議 

  の を ・ の し を 。 
 
 業 効 と教 の の の 立 
研修の中で，当たり を見 し，学校教 目 現 のた にやる こと・や る こと

を る な 見が された。そして，５つの ジェ トが立 がり， 業 効 を ，

教 の を （たい） が発 した。 
 
 学年 の  

話 ジ ト ル（ ）を活用し，学年

をその学年の の 題を解 する ー としての

を発 させる とした。これに って，実践を振り

返り， の実践につな る 的な学校 変

し，さらに，学年 の中でわからないことを話したり，

を し合ったりする に って， とにか

やって う。とする， 的な学校 を 成し

ていった。 
 
 学校  

 カ ・ ジ トと学校 の びつ を するた ， 校が 成を目指す ・

が 関 で ることを え， 学 にお る 自 には， いとこ

が ると思う と じ を学校 の項目に り入れた。 

 

しに たっての な りや気付      

 
 
 
 
 
 

ント イ  

年目 目指す ール 話の授業のカ 作成

職員 内で ている ルな ー に る 話 
フ シ ーシ ルに特 した研修 

に る 話の授業 ・ 研究  
２年目 目指す ール 業 効 と教 の の 立  

職員 内で ている ルな ー に る 話 
自 の 断 を立てる 

の 断 を立てる 
方を見 す 

 

を とした の な  

ジェ ト の に変えたことで に

ジェ ト せになりす てし ったた

， さがな ， を うすれ いかわ

からない になった。 た， の教職員

に が った。 

話を ー に学年 を として

ジェ トを る。 
た，す ての教職員が で る

う，見 しと を いながら り

。 
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ン たしたそ の や  

   

 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

自 性を る 
・ 議 

カ ・ ジ トの と いえる ジ の共 を し，教職員に る 成

を目指す ・ ， び，学校教 目 の を した。 
・校内研修  

学校教 目 現 に見合う研修 の や 案を活用した したフ ード を

実 した。 
協 性を る 

・学年 の （ 業 効 を ，教 の を （たい） の ） 
・ 者や を た 話的学校 の （ 者と教職員の 話の を ） 

授業 ジ ト 
 授業 の を ， 科の授業 りの と 授業を実 した。 に り，

見学に ない において 学びの ツを活用したり，授業展開を工夫した

りするな ， しい授業をつ るた の トになる う提案した。 
ジ ト 

 の と の の ら にで る う， 話応 を に

し， には を すことを た。 に たる教職員には， の効 と

の について， に を った。 
 

年 を通した学校 の見 しと を （ ４ フェ ）， に の うな を

るのかを にして り 。学校 を通して が自 の成 を振り返り， の学

校 に て 題を てる うにした。 た， の内容を教科等の学 内容と関連させ

て り うにした。 
活 と 究的な学 （ 合的な学 の ）を おいカ ジ として し り

。 
議・研修 の内容を ・ 理して った。 りと わりの を にした。 

学年 をカ ・ ジ ト実践の な と た。 

カ ・ ジ トを の うに るかを発 する。 
校内研究 ・校内研修 ・授業 ・ 話 の実 。 

各学年の の 合を したり， を共 する を したりする。 
 研究 員 の開 。 

の活用を る。 
 を用いた授業実践を 発 する。 

学校教職員の で り， の 職員で る 職員としての を果たす。 
・研究授業 ・研究協議・研修 の 教 目 や研究の目的・ を共 。 
・教材の活用や た の教 効果に した の り方を する。 
・ 職員目 での教材提案を発 する。 
・ 研究に特 した ・ を に と する。 
・各学年が作成活用している 関連単元配列表 に を するた の【その他】項目

を える。 年を通しての振り返りや 年度につな るた に 立つ工夫を り入れる。 
 



─ 14 ─

京都市立 小学校 

 

 ・ ントの の を ま た の  
 

  

関連単元配列表を活用し， うすれ 効果的に 関 が せるか を立てた。 
， 教科と 単元を 合わせて学 すると 関 を やすいと考える教

科と単元をつない 。 え ， 科６年 話の い な のは の単元と，

話の ーシ 共 的な 方と 的な 方 の学 を て学 こと

で， は 手の考えを る さを効果的に学 ことがで た。 

 
単元を入れ えたり，内容を

えたりして学 することで

学 効果が り， た， 年

度は関連単元配列表の中に

な教材な を記 する う

にした。そうすることで，

や授業で な が

になった。 
 

 イ  

の５つの で り 。 

 学校教 目 の見 しと， 成を目指す の  

 学年 の  

 年 や関連単元配列表の作成 

 授業や の実践 

 成果を振り返り， を共 する 

 
学校教 目 の見 しと， 成を目指す ・ の  

議で目指す方 と の方法を共 した。カ ・ ジ トでは，す て

の教職員が じ方 に かって を ることが で ると考える。 議はそのた

の な 初の で る。 
 
学年 を中 に 

した目 に かっているか， ・ が っ

ているか， に振り返り， を見 してい ことが

で る。そのた に に 度，学年 の を

した。各学 はそれ れの 性を生かして

の授業を っている。 の が の うな効

果が ったのか振り返る が学年 で る。小さな

ルを学年 で しながら，効果の

った を研究 員 や校内研究 で共 し，

な ルを してい うにした。 
 

関連単元配列表  関 や 授業について 記 （ ） 

4
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振り返り・ の を見とるた の 指 おい を作成 
 おい は の を見とるた の 指 で る。 関 を 自 を

に する と 手に共 しお いの自 らしさを 合う と 話しながら

し たな を生 す の３つに 理した。 の うな が見られたらその が いている

と なすか， ・２・３の３ で し， の学 の や振り返りの記 内容，

の作 を し した。 した については ーで， な思いを って学

し，自 を の うに しているか ることで， 関 の を うと た。

教員の ー ルな 題が見られ， ーでの は 題が った。 
 

（ 考） ２年度 関  おい （ 4 ） 

 

ス ップ１ ス ップ２ ス ップ３

課題設定 ・ のしたい とを でいる。
・ や と 力して， も い課題を

でいる。
・ で に課題を設定している。

学習計画 ・課題を するため を している。
・ までの や から，課題について

し， するための を ている。
・課題 に て，計画を しながら取
り組みを進めている。

り り
・ を学 で ができる うになったか か
る。

・ に た力どうしのつながりに いて
いる。

・つな た力をど でどの うに発 するか
ている。

の い
・ う や がある とを り， が

ってもいい とを している。
・ の話を めて の をもつ

とができる。
・ して を し う中で， と う

を め を する。

・ の いと を つ ている。 ・ つ た をみ なで している。

・ かと かを作っている。
・お いの を し を り なが
ら り い ー ンスをしている。

・なりたい について ている。 ・なりたい をもっている。
・ 人 とりが の目 に かって進 で
いる。

く
・ り い聞き方を ている。
・ の いや を 定 に聞いてい
る。

・人の話を 的に聞いている。（ ）
・ の をもっと聞きたいと ている。

・ な価 を めている。
・ の いを めている。

話す
・ に聞 る で話す。
・ の いや が る。

・話すときに聞く人の とを ている。
・ ールを するなど の が

る うに話している。
・ を 化している。

・ を にして の を してい
る。

問
・ からない となどを 的に 問してい
る。

・話題に って 設的な 問をしている。 ・ を問う 問をし うとする。

課題 ・ にも している。
・ 後まであきらめ り く取り組 でい
る。

・ や を り の に してい
る。

対話しながら し たな価 を み す力

を に評価する力

に し，お いの らし を め う力

関 り い
・ のために の力を発 する。
・ 点を いあっている。
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おい の振り返りシート  

実 に の うに するか 的に する。 
４年生の る の振り返りでは， は ートな に いている考えを せたと思い す。

ートに いて ることが 題と れて ていたので，修 して 題を解 する方法をつか こ

とがで した。 と いて った。これがこの の自己 で る。この は実 に， ー

ルを目指して自 の考えを修 しながら学 を ていた。 おい の学 の

が ３になっていると考えられる。 

  
た，５年生の学校 の での振り返りでは， お いの考えを共 で ていないから

と考え した。これからはお いの考えを共 で る うにしたいと思うので

したいです。そのた には， 自 の 見を いたいです と いて った。 
の うな にしたいか自 た の目 を ると ，自 が に考えを発表で てい

なかったということで る。 かに考えは ていたが， じ が 発表していた うに思う。

学年として ， う し なで考えを共 で る うにしたいと考えた。 
おい は， を の うに するかということと に，教職員が自 の

を振り返ると に 活用で る。 した について したと ，その を の

に るた には うすれ いか考えたり， の と自 の を ，自 の

指導に生かしてい うにしたりするので る。 
記の５年生の では，学年としてい な の考えが せなかったことを に， の に

に 題を考えてから で話す うに り を した。授業の で 関 を

るた に， の うに授業を してい か学年 で話し合う うにした。 
この うに， おい は教員の授業 に 活用している。 

（ 考）４年生 の振り返りシート 
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 ・ の な  

から 話 について学  
小学校の ての教 活 の ー となるのが 話 で る。これは，た 話し合ったり議

したりするということ ではない。 手の を ，その に る いに ，

・ の を作り すことが の 話 で る。この うに の 話を学び 話の のカ

を作るた に を 的に活用した。 
話の の授業の  

  
の活用 

の ト を活用することで な効果が った。 
話し合わ に で る 

ル が し，話し合いを せ

るを ない で，授業 ソフトを活用し が考

えを することがで た。 の方法は，お いの

考えに ー ードを使って トをする，

で いと思うとこ に をつ るな で る。 
 

で話し合いを する 
 学 を活用することで， がお いの

考えを したり 理したりしやす なった。考

えを で しながら共 で ることが効果的

で る。６年理科 てこのはたら の単元では，

な に 手この が使われていることを

り， の うな のに使われているか て発表し

た。 は，お いに見つ た について し合

い，それ れの のし を解 してい 中で，

・ ・作用 の で の わり方が変わること

に いていた。 
 
の がとれない にとって ー ードでの入 が考えを記 する になっていた 

を ことに 題が る は， ー ードで考えを入 することで， を で

題について自 で考える が で る うになった。 え ，授業の てを ートに

すことは， の がとれない にとって に と ト のかかる作業で った。し

かし， ート と ー ードでの入 を うことで，作業 が に されていた。

た，授業の内容を見返すと に 見やすい のになっていた。 
 

生の という授

業。 が を

にしているか自 自

を るた の授業。 
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に り て た の 

じたことは，カ ・ ジ トが，なにか特 に しい で， と

のかかること という考えは っているということで る。これ で 学校では，教科横

断的に授業をする り， （ ）の 材を活用して た。 な いはないと じて

いる。カ ・ ジ トの で が変わったか。それは，教職員の ではないか。

学校教 目 の見 しを通して， ジ を共 で た。そのおか で，教職員の目指す方 が

じになった。この から， 議の うに学校の ジ を教職員 員で共 することは

カ ・ ジ トを るうえで， に で ると考える。 ジ が共 で

ると，そこに かうた の方法 共 で る。 じ目的に かって る うになるのがカ

・ ジ トの効果で る。 
 

小学校では 関 を 成するた に自 を

に する を にしている。そのた の授業

として， の４つのことを 単元で り でいる。 
 が自ら学 題を立てる。 
 解 のた の学 を考える。 
 がで る うになれ いか と考える。 
 振り返りの を 実させる 

カ ・ ジ トで ジ を共 した

ことでこの うな が， 学年で われている。 
 

た，カ ・ ジ トと 方 は，関連しているとこ がた さ ること

じている。学校は， 年通り 年やったから という理 で な をしている。しか

し，学校の ジ を共 し，目指す ールが になったと ，その が 当に効果的で

な か うか見 すことの さに ことがで た。 関 を てるた に， 当

に な は なのかを考えて実践していった。 
校では の うな がで た。 

 
 
 
 
 
 
 
これらは，単に教職員の 方

の 題ではな ， の 関

を てるという で 考え

られた ので る。 
うすれ ， の を効果的

に てられるのか， じ方 を

いて教 活 を ，実践し，見

して してい のがカ

・ ジ トではないかと考

えている。 

５年生がルー を作っている  

の り を 。

にとって に るの 。

っと や い にしよう。

の の にな いいな。 

学校の当たり を見 す 
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 と  
 

 

・教職員が，目的に かって， ー として ている。 

・ な のが になったので， な が った。 

・ の授業の らいに の うに るかは が，単元を通して に の うな

を たいかや，年 を通して の な を かを考えて，授業や に り

生が えた。 

・学年 を中 にカ ・ ジ トを ているので，学年で授業のことについて

話し合い授業 の がで ていると じるとと に，教材を共 で るので教材研究の

を らすことがで た。 

・ 話の を ー にしてカ ・ ジ トを たことで，教職員の の見

方が変わったり， でお いの見方が変わったりしている。 

・ が， 話の で学 したことを生かして，自 た でト ルを解 する が った

り， 手の の に る いを うとしたりしている。 

・ 関 の中で 自 を に する を る授業として， が 題 をして学

を立てたり， と教 とで目指す ールの を したりすることで， がで て

がで なかったか に振り返ることがで る が えた。 

・ を活用する中で， に りの る にとって効果的に学 を る にな

ることがわかった。 

・ を活用した授業では， を やしたり， を に たりする の り，お

いの考えを たり 理したりする のの うが効果的に活用で る。 
 

 

・教職員の で ーが変わったと に の うに共通理解を るか 

 年度は，授業 ・ 話 として 者・ 年者・ 者を にして 式の研

修を った。 な に な研修を実 で た。 のない にとっては いた を

効果的に使うことがで た。 

・ や成果を共 すること 

っとは と ードを職員 に し，研修の振り返りや じたことを 示で る

うにしている。 

・ に って に する 度 を じる。 

学年 を の うに てい かが になると考える。す ての教職員にとって ・

の になる うに り 話をしてい が る。 

・ 的 的 の活用については，学校の に って が ったり， し 開発するのに

がかかったりする。 

  が かカ を見 す中で， なことについては 教職員で り 。 

9
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 りに 
 

の  

  

  

 の な にしたい ・自 う る     

 と を る                

 い に いて                 

 生           

 生           

 
の振り返りと を てる             

授業  生          

 授業  生          

 ・                   

 授業 生  生          

                            

                             

  

 

 

 
 

 

自 らしさ発見 を ーワードに， の

を 者と教職員で話し合った。 
が自 のことを理解して，自 のしたい

ことや 題を にしている を目指す

うにした。 

を と る  

単元で なことがで れ いのか

自 が にで ている うにする。 ル

を提示して するという方法でルー

りを た。 ールが になる

と， 的に 題に かったり自己 が

になったりする。 
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  の             

 
授業 生                  

生            

 
の                            

・ し         

 授業 ・ の            

 
授業                    

生            

 
りの                   

の の め              

 授業 の り               

 
授業 の ・ の           

生の                     

                           

                             

 振り返りと                  

 の と に いて             

   
 

 

 

の 生が， 話 で学 ことを

に学 で 話の の授業を った。

話 で実 に自 で で たの

で 話の の や し方が

かった。 

授業  

ルー りの授業 。ルー

を と作る ージはなかな

か に い。この 授業を通して

ージを つことがで た。 者や

者 なので， な に な

となった。 
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 記 な自 記  
 
 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

カ ・ ジ トを するうえで，学年 の に る自 的・協 的な学

校 が で ると考える。とりわ ，学年 の中 を成す ドルの を見 す

が る。教職員が して思いや考えを共 しやすい を 成で る学年 に す

るた には，フ シ ーシ ルが られる。 は， 話を させるた のフ

シ ーシ ルの に特 した研修を することが 題で ると考えている。 
 

学校教 目 の ， 成を目指す ・ の を教職員 員で話し合うとこ から

ートする ルや， 案・学年 等で に ルが されているな ，カ

・ ジ トが している で る。 教職員が話し合いを共 し， じ方 を

いて た に関わることで学校としての がると考える。  
ー の を ， において 学びを ないカ を

してい たい。 
 

話 やカ ・ ジ トの学 ・研修を通して， や教職員の の思い

を学校 の思いに ， と てい を で た。これ での学校の や当た

り を自 な発 で見 す を られたのは 話 ・カ ・ ジ トを

て たからで る。 で は しているが， 活用な

こと る。 での成果を振り返り， に自 な発 で たな を してい たら

と思う。 

カ ・ ジ トを てい ことで，教職員 員が当 者 を てるのでは

ないかと考えている。 なが じ方 を いて じ方法で を ることがカ

・ ジ トでは で る。  
校で り 議は，これ で自 が して た学校教 目 の り方と

なっていた。 なで る（見 す）ということがこ なに 効果的なの と て

実 で た。 議はこれから やってい たい の つ 。 

教員と共に研究を深 合うことに を じていたが， ・ な を しながら 話

を学 校の研究に導かれ 職員立 で研究 を果たしている。共に学 ことで，授

業・研究に な教材 ，教材 ， について教員の 的 に つながってい

る。 た，単元授業の にお る を することで につながると している。

カ ・ ジ トの を通して， 職員の や に がりを じ，

の教 に している びを 実 している。 
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 4  5  6  7  8 9 10 11 12  1  2  3    

対
話 

  輪になって 

 

 

質問会議（適宜） 

自分は○○ 

カウントアップ 

 

怒りのワーク エンパシーサークル 

 

題材に向けて 

よりよい「調停（お助け）」

とは 

自分たちでの調停 

 

人生の輪 自分は自分 

 

違いは豊かさ 

１１ 

総  

合 

 

 

 

          

７０ 

国 
 
 

語 

言葉の準備運動「つないで，

つないで，一つのお話」① 

詩を楽しもう「春の河」① 

視点のちがいに着目して読

み，感想をまとめよう「帰

り道」④ 

本は友達「地域の施設を活

用しよう」① 

漢字の形と音・意味② 

「春のいぶき」② 

話の内容をとらえて，自分

の考えをまとめよう「聞い

て，考えを深めよう」⑥ 

漢字の広場１① 

筆者の意図をとらえ，自分

の考えを発表しよう「笑う

から楽しい」「時計の時間

と心の時間」［情報］主張

と事例⑦ 

話ことがと書き言葉① 

言葉を選んで，短歌をつく

ろう「たのしみは」③ 

文の組み立て② 

声に出して楽しもう「天地

の文」① 

［情報］集めるときに使お

う「情報と情報をつなげて

伝えるとき」② 

 

 

具体的な事実や考えをもと

に，提案する文章を書こう

「私たちにできること」⑩ 

夏のさかり② 

本は友達「私と本」「森へ」

⑤ 

詩を味わおう「せんねん ま

んねん」① 

対話の練習「いちばん大切

なものは」② 

生活の中で読もう「利用案

内を読もう」③ 

熟語の成り立ち② 

漢字の広場２① 

作品の世界をとらえ，自分

の考えを書こう「やまな

し」「イーハトーヴの夢」

⑧ 

言葉の変化② 

秋深し② 

目的や条件に応じて，計画

的に話し合おう「みんなで

楽しく過ごすために」「伝

えにくいことを伝える」⑥ 

 

漢字の広場３① 

表現の工夫をとらえて読

み，それをいかして書こう

「『鳥獣戯画』を読む」［情

報］調べた情報の使い方「日

本文化を発信しよう」⑪ 

伝えられてきた文化「古典

芸能の世界ー演じて伝え

る」① 

カンジー博士の漢字学習の

秘伝② 

漢字の広場４① 

漢字を正しく使えるように 

覚えておきたい言葉② 

伝統文化を楽しもう「狂言 

『柿山伏』」「柿山伏につ

いて」④ 

書き表し方を工夫して，経

験と考えを伝えよう「大切

にしたい言葉」⑥ 

漢字の広場５① 

冬のおとずれ② 

詩の楽しみ方を見つけよう

「詩を朗読してしょうかい

しよう」② 

仮名の由来① 

筆者の考えを読み取り，社

会と生き方について話し合

おう「メディアと人間社会」

「大切な人と深くつながる

ために」「プログラミング

で未来を創る」⑥ 

漢字を正しく使えるように

覚えておきたい言葉② 

言葉について考えよう「人

を引きつける表現」③ 

伝えたいことを明確にして

書き，読みあおう「思い出

を言葉に」⑦ 

資料を使って，効果的なス

ピーチをしよう「今，私は，

ぼくは」⑥ 

 

漢字の広場６① 

登場人物の関係をとらえ，

人物の生き方について話し

合おう「海の命」⑥ 

卒業するみなさんへ「中学

校へつなげよう」「生きる」

「今，あなたに考えてほし

いこと」④ 

１７５ 

文字の旅① 

はじめの学習① 

文字の大きさと配列『歩む』 

レッツ・トライーメモー話

し合いメモ③ 

文字の組み立て方『湖』 

硬筆の学習③ 

レッツ・トライーノートー国

語のノート① 

レッツ・トライーリーフレッ

トー校外学習のリーフレッ

ト① 

 

文字の大きさと配列，点画

のつながり『思いやり』③ 

レッツ・トライー文化ー

『枕草子』を書く① 

文字の大きさと配列，点画

のつながり（小筆）『この

道や行く人なしに秋の暮』

③ 

レッツ・トライー小筆ー小

筆を生かして書く② 

好きな言葉を書く④ 書初め『理想』『伝統を守

る』はってんー「行書」④ 

学習のまとめ『旅立ちの時』

② 

６年間で学習したこと① 

社 

会 

わたしたちのくらしと日本

国憲法⑦ 

国の政治のしくみと選挙④ 

震災復興の願いを実現する

政治⑦ 

縄文のむらから古墳のくに

へ⑧ 

天皇中心の国づくり⑥ 貴族のくらし③ 

武士の世の中へ⑥ 

今に伝わる室町文化④ 

戦国の世から天下統一へ

⑥ 

江戸幕府と政治の安定⑥ 

町人の文化と新しい学問⑥ 

明治の国づくりを進めた

人々⑦ 

世界に歩み出した日本⑥ 長く続いた戦争と人々のく

らし⑦ 

新しい日本，平和な日本へ

⑨ 

世界の中の日本 

日本とつながりの深い国々

⑦ 

世界の平和と日本の役割⑥ 

１０５ 

算 

数 

わくわく算数学習① 

対称な図形⑩ 

文字と式⑧ 

分数×整数，分数÷分数③ 

復習② 

分数×分数⑭ 

分数÷分数⑫ 

資料の調べ方⑩ 

わくわく算数ひろば③ 

復習② 

円の面積⑥ 

立体の体積⑦ 

比とその利用⑨ 

表を使って考えよう（１）

② 

復習② 

図形の拡大と縮小⑫ 

およその形と大きさ③ 

比例と反比例⑱ 

表を使って考えよう（２）

③ 

わくわく算数ひろば④ 

復習② 

場合を順序よく整理して⑪ 図を使って考えよう③ 

わくわく算数ひろば④ 

６年のまとめ⑱ 

ひろがる算数⑥ 

１７５ 

理 

科 

わたしたちの生活と環境 

理科の学び方① 

ものの燃え方⑩ 

植物の成長と日光の関わり

⑤ 

体のつくりとはたらき⑪ 

植物の成長と水の関わり⑥ 生物どうしの関わり⑦ 

自由研究② 

月と太陽⑧ 水よう液の性質⑫ 

 

土地のつくりと変化⑫ てこのはたらき⑪ わたしたちの生活と電気⑪ 生物と地球環境⑨  

１０５ 

音 

楽 

  歌声をひびかせて心をつな

げよう⑥ 

旋律の特徴を生かして表現

しよう③ 

いろいろな和音の響きを感

じ取ろう⑧ 

曲の変化を感じ取ろう⑨ 詩と音楽の関わりを味わお

う⑤ 

日本や世界の音楽に親しも

う④ 

音楽で思いを伝えよう④ 音楽で思いを伝えよう③ 

４２ 

図
画 

 

工 

作 

  わたしの大切な風景⑥  

 

ひらいてみると② 物語から広がる世界⑦ 筆あと研究所② 

版から広がる世界⑤ 

版から広がる世界 １枚の板から⑥ 墨で表す② 

ドリームプラン④ 

味わってみよう和の形① 

１２年後のわたし⑤ 
４４ 

家 

庭 

 家庭科の学習を始めよう① 

私の仕事と生活時間② 

思いを形に 生活に役立つ

布製品⑮ 

夏を涼しくさわやかに⑧ 朝食から健康な１日の生活

を⑩ 

朝食から健康な１日の生

活を 

まかせてね今日の食事⑩ 冬を明るく暖かく⑥ 冬を明るく暖かく あなたは家庭や地域の宝物

④ 

あなたは家庭や地域の宝物 
５５ 

体 育 

  

 

タグラグビー⑤ 

リズムダンス⑩ 

タグラグビー② 

 

体ほぐしの運動③ 

サッカー⑨ 

サッカー 

マット運動⑥ 

病気の予防④ 

走り高跳び⑥ 

なわとび 

ジョギング⑤ 

とび箱運動⑥ 

 

バスケットボール⑥ 

病気の予防④ 

バスケットボール③ 
６９ 

道 

徳 

  せいいっぱい生きる① 

自由と責任① 

 

長所と短所① 

男女ともしんらいして① 

学校を愛する心① 

その国のほこりと伝統① 

感謝の心① 

たいせつな生活リズム① 

明るく生きる① 

働くことの意義① 

家族の幸せ① 

集団の一員として① 

真理を求める心① 

持続可能な社会① 

理解し合うたいせつさ① 

美しい心① 

ほこりある郷土① 

終わりなきちょうせん② 

広く受け入れる心① 

いじめをたち切る正義① 

礼儀正しさ① 

たいせつな義務① 

深い思いやり① 

夢をいだき生きる喜び① 
２６ 

特
活 

           
３５ 

外
国
語 

  Unit 1 This is me.⑥ 

Unit ２ Welcome to Japan, 

⑧ 

 

Unit 3 What do you want to 

watch? ⑥ 

Review 世界の友達１① 

Unit 4 My summer 

Vacation ⑧ 

Unit 5 He is famous. She 

is great. ⑥ 

Unit 6 This is my town. ⑧ 

パフォーマンスチャレンジ

① 

Unit 7 My Best Memory ⑥ 

言葉について考えよう 

Review 世界の友達２① 

Unit 8 What do you want 

to be? ⑧ 

Unit 9 Junior High School 

Life ⑧ 

パフォーマンスチャレンジ

① 

Review 世界の友達３① 
７０ 

行
事 

     葵スポーツフェスタ    葵学びフェスタ 

葵アートフェスタ 

修学旅行 

卒業式 
 

そ
の
他 

預り金計画作成 

ジャガイモ（前年３月準備） 

 ホウセンカ  紫キャベツ   版画板注文 

修学旅行下見 

書初め画仙紙 

修学旅行費用確定   

 

 

葵カレッジ（３５ｈ） 児童の興味関心に沿って探究的な活動を適宜行う。 

    日常的・継続的に指導する内容（保健・給食・適応など）は適宜時間をとり，年間３５時間行う。 

Let‘ｓ introduce 葵（３５ｈ）  

人間関係力 反転授業 
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ステップ１ ステップ２ ステップ３
段階 低学年 中学年 高学年

課題設定 ・自分のしたいことが選べる。 ・適切に課題を設定することができる。
・課題を見直し修正しながら活動を進める
ことができる。

気づき
・何を学んで何ができるようになったかわ
かる。

・既習の知識や技能を使って考えることが
できる。
・身に付けた力をどこでどのように発揮す
るか考えることができる。

・常に新しい方法や他のアイデアを考えて
いる。

・課題を解決するため意見を出している。

・課題を解決するための道筋を考えること
ができる。
・知っていることをもとに予想することが
できる。

・課題に合ったパフォーマンスをすること
ができる。

・失敗を恐れず挑戦する。
・最後まであきらめず粘り強く取り組んで
いる。

・失敗や困難を乗り越え次の行動に移すこ
とができる。

自分軸
・なりたい自分について考えることができ
る。

・なりたい自分をもっている。
・一人ひとりが自分の目標に向かって進ん
でいることを認め合っている。

メタ認知
・自分ができることできないことがわか
る。

・自分の力を伸ばすために必要なことがわ
かる。
・自分で考えて行動する。

・活動の中で自分の良さを生かし、リー
ダーシップを発揮して成果を出している。

振り返り
・これまでの学習を振り返り良かったこと
や改善点に気づいている。

・学んだことが他のこととつながっている
ことに気づいている。

・学んだことを他の教科の学習や活動と関
連付けて考え実践している。

・より良い聞き方を考えている。
・友達の思いや意見を否定せずに聞いてい
る。

・人の話を共感的に聞くことができる。
（傾聴）
・友達の意見をもっと聞きたいと考えてい
る。

・多様な価値を認める。
・相手の思いを受け止める。

・相手に聞こえる声で話す。
・自分の思いや考えが言える

・話すときに聞く人のことを考えている。
・思考ツールを活用し、自分の考えが伝わ
るように話す。
・考えを言語化する。

・根拠を明確にして自分の考えを説明でき
る。

・友達と話し合うことができる。
・目的に応じた話し合いができる。
・自ら進んで課題に対して話し合おうとし
ている。

・話し合う良さに気づき、話し合うことで
より深い考えをもつことができる。

考えの違い
・違う意見や考えがあることを知る。
・考えが違ってもいいことを理解してい
る。

・相手の話を受け止めて、自分の考えをも
つことができる。

・安心して考えを出し合うことができる。
・自分と違う考えを受け止め考えを再構築
する。

質問
・分からないことなどを積極的に質問しよ
うとしている

・話題に沿って、建設的な質問ができる。 ・本質を問う質問をしようとする。

・友達の良いところを見つけることができ
る。

・見つけた良さをみんなで共有している。 ・自分や友達のありのままを認め合う。

・誰かと何かを作ることができる。
・お互いの考えを共有し考えを練り上げな
がらより良いパフォーマンスをしている。

・他者のために自分の力を発揮する。
・欠点を補いあうことができる。

年度 あ い

主体力

課題解決

成⻑力

関わり

自分や自分達の活動を振り返り、自分の成⻑を実感し自分軸をもつ

協働力
友達と学び友達から学ぶ力・友達と協力してより良い活動にする

表現

自分軸をもち自ら課題を見つけ解決しようとする

学びに向かう
力・人間性等

学びに向かう
力・人間性等

思考力・判断
力・表現力等

知識及び技能

思考力・判断
力・表現力等

思考力・判断
力・表現力等

知識及び技能

知識及び技能

思考力・判断
力・表現力等

思考力・判断
力・表現力等

学びに向かう

学びに向かう
力・人間性等

知識及び技能

思考力・判断
力・表現力等
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ス ップ１ ス ップ２ ス ップ３

課題設定 ・ のしたい とを でいる。
・ や と 力して， も い課題を
でいる。

・ で に課題を設定している。

学習計画 ・課題を するため を している。
・ までの や から，課題について

し， するための を ている。
・課題 に て，計画を しながら取り
組みを進めている。

り り ・ を学 で ができる うになったか かる。
・ に た力どうしのつながりに いてい
る。

・つな た力をど でどの うに発 するか
ている。

の い
・ う や がある とを り， が っ
てもいい とを している。

・ の話を めて の をもつ と
ができる。

・ して を し う中で， と う
を め を する。

・ の いと を つ ている。 ・ つ た をみ なで している。

・ かと かを作っている。
・お いの を し を り ながら

り い ー ンスをしている。

・なりたい について ている。 ・なりたい をもっている。
・ 人 とりが の目 に かって進 でい
る。

く
・ り い聞き方を ている。
・ の いや を 定 に聞いている。

・人の話を 的に聞いている。（ ）
・ の をもっと聞きたいと ている。

・ な価 を めている。
・ の いを めている。

話す
・ に聞 る で話す。
・ の いや が る。

・話すときに聞く人の とを ている。
・ ールを するなど の が

る うに話している。
・ を 化している。

・ を にして の を している。

問 ・ からない となどを 的に 問している。 ・話題に って 設的な 問をしている。 ・ を問う 問をし うとする。

課題 ・ にも している。 ・ 後まであきらめ り く取り組 でいる。
・ や を り の に してい
る。

対話しながら し たな価 を み す力

年度 人間関係力 あ い

を に評価する力

に し，お いの らし を め う力

関 り い
・ のために の力を発 する。
・ 点を いあっている。
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１  校内研究会 

２年４月 日（ ） 

葵 学校 

研究部 

２年  研究の  

１ 学校教 目  

 対話する学校  

２ 研究主題 

 

 

 

 

 

３ 年 の研究で葵の子どもに たい力 

 

 

 

 

 

４ 年 までの  

☆アク ブラー ン の 点での授業改善 

１ 主体的な子どもた の を目指して， ら課題を つ ，学習の計画を てる。 

２ 対話的に学習を進め，学び いながら を深めていく。 

３ 学習を り り，学 とを かなものにする。 

  的な方 ・タイ ン で に り りをする とが重 。 

の うな学習のプロ スを にして，深い学びにつな ていくという と。 

「深い学び」とは， ・ が に関 ら ， 化 たり 体化 たりして 化し， な

や 的な 力・ 的な となって に い な る うになる と（ 学 ） 

  

☆対話の時間とは 

対話の時間が目指す子ども ・内 （対話の時間の冊子 ） 

ど な授業をしたか（学習 に研発の があります。）  

 

    ☆働き方改革（ き方改革） 

        時間を するため の改革ではなく， な働き方を目指した改革。 

        の （ にやりたい と）を にした取組を進める。 

        学校のあたりま を し，葵の子と葵の教 に な取り組みを進め， な取り組みを らす。 

     年度の  

      ー   ら ー   いきいき ー ー   あ い ー  

   

対話する学校 
～『業務効率を高め教育の質を上げ隊（たい）！』の 

対話型学校マネジメントによる省察的実践～ 

・自分を り り，適切に する 

・お いの自分らしさを め合う 

・対話を して に 感する 

・対話し， 行 しながら新たな を生み出す 

☆カリキュラム・ ジ ント 

       たい ・ 力をもとに学校全体のカリキュラムを し， の取組を 的に関 る。 

       り り の イクルを り し， たい 力を めていく。（学年会を核に） 

      

    特に，子どもが自ら課題を見つけ，学習計画を立てて学習を進め，何をどのように学び何ができるようになっ

たかメタ認知できるようにすることは今年度の研究とかかわりが深いので確認してください。 

 

 

５ 校内研究の重点 

    ☆働き方改革の 進 

      年 のプロジェクトを し ン ーを して らに取組を進める。 

     プロジェクト  

      対話の時間 ーム 

       ＊ 会で対話の時間できないか  

      あおい ll ーム 

       ＊クラブ と の３５時間を って，子どもが学びたい とを 的に学  

      ら ーム 

      いきいき ーム d ーム 

 

☆ 成を目指す ・ 力を 的に めるカリキュラム・ ジ ントの  

    学年会の設定 学年会を始めるにあたって，自分のニーズに気づく対話の時間を行う。 

関 表の （重点化） ４ ェスタ キ リア ス ート あおい Glid の改善・ 成（め ７５点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ☆授業改善 

ルーブリックの設定， ー ンス評価の  

          子 は，ルーブリックや ー ンス評価，カリキュラム・ ジ ントに関する をたく

ています。 

    ＊学年で重点教科，重点 を めて しをもって取り組みまし う。 

 

    上の３つは別々ではなく関わりあって進んでいくものです。その中心にあるのが人間関係力。 

 

   ☆教 リ ーター 成   ７月・ 月２５日・１２月２４日（１月６日） 

       年３ の （３ とも して しいと っています。３ で１ ットです。） 

       子  

       ＊教 が教 る授業ではなく，教 が ートする授業に っていくのが からの授業。 

あおい lid とは，数 化しにくい「人間関係力」という

力を適切に見取るための 指 のこと。３人 点化

してインタビ ーや り りカードから子どもの言葉を

い げて 成を目指す。 

考え中  

・子どもと するかどうか  

9
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  ☆授業 LABO 対話 LABO 

       授業・・・主体的で対話的な深い学びを目指した授業改善 

              学習課題・学習計画の設定のしかた 

              子どもとルーブリックをつくる 

              ふたば会とタイアップして休業中に取り組みを進める。 

 

    対話・・・対話の時間とは 

              対話の授業をどうやって進める 

 

   などなど，疑問や希望を聞きながら進めていく。 

 

６ 研究の評価 

   ☆あおい Glid で「人間関係力」を評価する。 

   ☆葵いきいきアンケートで評価する。 

 

７ 年間計画餡（あまいやつ） 

   ４月１０日（金）研究提案 

   ４月       学年会の設定・年間カリキュラム作成（重点化） 

   ５月       働き方改革プロジェクトの各部会から提案 

   ６月       授業 LABO 

   ７月       対話 LABO 

             あおい Glid 会議 

   １０・11 月 校内研究（授業研究） 

    何年がするかな♪何年がするかな♪チャラチャチャッチャチャラチャチャ♪ 

 １２月       研究冊子・指導案作り 

   １月       研究発表会 

               ＊全クラス対話の時間をする。 

               ＊午後，教科の授業３クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究組  

 

 

 の  

   ☆ り り 化のプロ スを り しながら研究を進めていく。 

     学年会の設定（ ーク ートあり） 

   ☆ したものを や ータで していく 

     ーク ートなどの は ンター ー ーに や は学習 に する。 

     研究の ル をつくっておきます。 

 

１０ の 定 

   ☆各学年で，関係 表を作る（人 の学習も る みたいに） 

     ＊学年で， 的に人間関係力を めるために を 点化して 

   ☆ の し（４ 年 は 時間です） 

   ☆教 の  

     各教 にありますか なかったら作るので ってく い。 

      （ 目 ， 問の ，話し いのスキル， り りの 点，課題などの に るやつ） 

   ☆ ュ ー ー を各学年で取ってく い。 

にあります。（１年 の は しいのを いますので しお く い。） 

ンは各学年で して ないものは しいものに してく い。（ しいものは にあります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究 員  
校 ・教 ・教 主 ・研究主  

研究 員  
研究主  

各学年  

学 ジェ ト  
・ ジ  
・ 話  
・授業  

・各教科  
・ ・ 教  
・ 教  

 
た  

年・中 教員 
成  

（お さ 学

学年  
（ ・２年） 

中学年  
（３・４年） 

学年  
（５・６年） 

研究  

方 ジェ ト  
・ ら ー  
・い い 学 ー  
・ ー  
・ 話の ー  

 小 学 校   協 議  

学校現場でも サイクルがよく聞かれるようになりましたが，今は （計画）を立

てている間にとりあえずやってみようという考えが出てきているようです。自分の ー

ズ・葵校の ーズ・子どもの人間関係力を 合して，よいと思うことはどんどんやってみ

て，学年会や学校で し 化していきましょう。 
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京都市立太秦中学校 

 

 めに 
 

・ ント を のように ， の ら した  

カ ・ ジ トとは，学校教 目 を実現するた に，教 を 的かつ

的に 成・実 ・ し，教 の を することで るが， 校ではカ ・ ジ

トを 学校教 目 成のた に， 教職員です ての教 活 において 成を目指す ・

で る の 成を し，学校 で り こと と え，カ ・ ジ

トの３つの 教科横断的な ルの 立 実践を とする の

のそれ れから の うにして を 成してい のかを研究した。 

そこで 教職員が目指す 学校教 目 が，生徒の ・ を させるた の目 と

なっているかを，教職員 員で するとこ から ー し， 校の生徒が つ い と

題で ると思われる を い し，それ れがな そうなっているのかを し， 題を す

るた に な学校教 目 を り た。 

 
・ ント を う や  

校ではカ ・ ジ トを うことで学校教 目 ，目指す生徒 ，目指す教職

員 の見 し， 教職員が 学 の となる で る の 成を目指す という

じ トルを いて実践・ ・ してい ことを目的として を った。 
た，カ ・ ジ トの として，生徒に たい ・ を

と したことに り，授業 や が り 的な のとなる うにし，カ ・

ジ トの３つの を考えるうえで 変 り やす なった。 
さらに，学校 の見 しや 者・ ・小学校との連 において カ ・

ジ トとしての と ることで， の に われ 思い った がで る ，

カ ・ ジ トを う な トで ると思う。 
 に，カ ・ ジ トの に立って でやって た を見 したと ，

校で って た 等が特 る な で ったことが かったり， の中で

したこと カ ・ ジ トと び て考えることがで る うになったりと，

カ ・ ジ トに り で て初 て学校 や 等を で ， の学校

を ってい うえで 変 の る のとなった。 
 
 

 の を ・ の し 
 

を のように し， を ・ を した  

 校が 成を目指す ・  
 
 
  校の生徒の実 を え， てたい生徒を

教職員で話し合い，学校教 目 を り た。

は， 協 で る の に を当て，そ

のた には の うな ・ が で る

かを し， を 成することを目指す

ことにした。 

協 の となる  

4
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京都市立太秦中学校 

 

に いて 

 見 し  
 

目指す生徒    ・ や目 を ，自ら学 の る生徒 
・ と に な生徒 
・お いを 合い，自他を にする生徒 
・ に応じた をし， を じる生徒 

 
目指す教職員   ・生徒に して や し の を って する教職員 

・生徒から目 にされ， される教職員 
           ・教 者としての 性を るた に，自己研 に ， いに

する教職員 
 

見 し  
 
   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
目指す生徒    りの 見に を ，自 の考えを に えられる生徒  

を に た生徒の 的な とは ういう のかを考え，学年 議において

各学年の た になって しい生徒 を し合ったとこ ，協 するた には思

いやりを って他者と関わることが になることから 自他を にする生徒 ， 自

の思いや考えを えられる生徒 他者の 見に を られる生徒 という 見が

た。これらを，カ ・ ジ ト 員 で と ，目指す生徒 を り

した。 

 

目指す教職員   を って生徒と関わり い，と に成 で る教職員  

目指す生徒 を え，教職員は の うに る か 見を各学年で し合ったとこ

， 生徒と関わり合い さを せる教職員 生徒 の関 が な を，教

職員が を って り うことに り したい としての を ，生徒と共

に成 で る教職員 という 見が た。これを，カ ・ ジ ト

員 で 生徒との関わり と に成 という各学年からの ーワードに 目

し，目指す教職員 を り た。 

校      自立と  

学校教 目   自ら考え し，協 で る生徒の 成 
つながりを した学校  
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京都市立太秦中学校 

 

しに たっての な りや気付  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の  
 

・ ント を るための の工夫 

研究  
  カ ・ ジ トを う は，生徒指導 ，学 指導研究 が 立しており，

それ れで を い，関 の に る 議をするな ，その他の教職員には さ

れておら ，教職員 の になっていなかった。 た， カ ・ ジ トをし

な てはならない という い に 配され，関連単元配列表を作成することを目的とし

た うな， のカ ・ ジ トの にはなっていなかった。 
 
 研究  

的かつ 的に を るた には，カ ・ ジ トに関わる を学

校の の中に に ， 的な や を してい ことが となるこ

とから カ ・ ジ ト 員 を した。さらに 教科等横断的な

の中 となる 合的な学 の を 実させることは で ると え 合

的な学 員 を した。 

 

・校 と目指す生徒 ，目指す教職員 それ れが 立しており，関連性がなかった。 

・目指す教職員 については されていなかった。 

・ 成を目指す ・ という発 はなかった。 

・カ ・ ジ トを実現させるた には， は に目 が されている

が り， 当に の る目 を で て初 て， ジ トすることに が

生じるということに いた。 
・ 校生徒の てたい について話し合い，学校教 目 を見 し，それに い目指す生徒

，目指す教職員 を 的で実現 な の，さらに 性の る の と見 しをす

る が った。 
・ 学年 で生徒の いとこ ， 題，目指す を考え したが，教職員それ

れに考えや いが り， と ることが で った。た ， の で生徒の実 や

示 の使い方な ，生徒 の 方法な について 考えることがで ，教職員の た

な としての が った。

・ワー シ 式で 校生徒の 題や てたい生徒の を話し合い，その中で 見られ

た ーワードが つながり で った。それを元に学校教 目 を り た。 
・教職員それ れに思いが ったが，学校教 目 を実現するた に を 成するとい

うことに トを り， 目指す生徒 び 目指す教職員 見 した。 
す てが 的で実現 ，かつ， 性の る のとなったことで，カ ・

ジ トを ううえでの方 性が になった。 
 

44
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カ ・ ジ ト 員 について 
成 ーは， 理職・教 主 ・生徒指導 ・ 合的な学 の 主 ・研究主 に

え，学年で は入る うに した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ての を ま の やその に いて 

・ 教職員で議 を 学校教 目 を り ，目指す生徒 ，教職員 を にした。 
・教科主 や教科 を 的に い，目指す ・ を 成するた の授業 について，

話し合う を た。 
・学校教 目 や目指す生徒 を や に 示し，目 の 見える を った。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4
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京都市立太秦中学校 

 

ン たしたそ の や  

   

 
 
 
 
 
 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
生徒  

 
 
 
 

 な の  

 
 
 
 

カ ・ ジ トを してい うえで， し カ ・ ジ

ト 員 を立 員 と して させてい 学校 を した。 た，

教職員 員で作り た学校教 目 を， し して た教職員に させる 校

内 示や職員 議等で話題にし， 員で り でい ことを した。さらに，学校教

目 に た つながり を するた に，生徒 話す に そのことを えて

話したり，教職員 生徒 の か を 的に うことを し，学校 で学校教

目 が で る うに た。 

 

学校 の し うとする方 性を教職員に し， 校が じ方 に かって の

る になる うに 導し， た 的な を った。教職員の を に し，

と指 を使い ることで， ルを にして現 を してい が

する うに，教職員に か ていった。そこで，学校 の を教職員に えてい

には，教 の で り， を した振る い， を にした の る

と指 を にした。 た教 主 と協 して，カ ・ ジ トに な

小学校との連 に を い 。校内の の では， 理用 員や生徒 員

と連 して， の な 理や の ー な ， いた学校 作りに

た。 

生徒指導 と研究 の と ルー が に わる うに， する。

中 や年度 の主 ，校 員 の と な 。 

生徒指導 の生徒指導方 と に させたい ・ を り わせ，授業

や教科主 ・教科 ，教職員研修の を う。 授業 の方 と ， 合的な学

の の方 と ，教職員研修の ・ な 。 

学 指導研究 と連 し，教 活 がつながりを つ うにする。研究 が中 と

して す に させたい ・ を生徒指導方 と り わせ，生徒 活 や

の を う。 生徒 活 の方 と ， の方 と な に させる。 

教科等横断的な の中 として 合的な学 の の 実を る。関連単元配列

表を元に，各教科で学 内容が の うに他教科や な に びつ かを考え，年度

初 にそれらを した がで る う し，実践する。 
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京都市立太秦中学校 

 

しに たっての な りや気付  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 として を うた には，教職員の協 が 提で る。 で のなかった

のに り た には， でその を共 し， り が るという を つこと

が となる。 
，研究指 を たことに り やらな れ ならない ことは しているが

の しつ になってし っては が なり， の実効性 効 の い のに

なってし う。 方 が われる中， の を するた の研修や 議の です

ら するのに した。 
 カ ・ ジ ト 員 においては， うして に する が り，

２ は 議を や な について話し合った。 
 研究を るにつれ， し つ教職員の中に 目 に した授業や の か が

見える うになり， することで自 とで る うになってい が ることに かさ

れた。 
カ ・ ジ トが教 ，学校 に関わる ので るので， カ

・ ジ ト 員 で 議する ので るのか， 員 で 議する

ので るのかの が しかった。 
当初は，効果的なカ ・ ジ トを実 するた に，生徒指導 研究

をすれ いのか からなかった。 

・授業を かし 内で 議 を したり， を て ったり， ールを

して共 するな の工夫をした。 
・教職員 の ， に関しては，職員 議や 等の と に カ ・

ジ トと びつ た話題を入れ，学校教 目 の は目指す生徒 や目指す教職員 と

いった 合に， なで考えて目 を作っているという を 成する う工夫した。 
の成果として生徒の や成 の ， な での生徒の成 が見て れる うに

なると， に から 的な発 や が教職員に見られる うになった。 
・教職員から生徒に しての か に しては，各学年に し， トの る 示

等を使って に る のを作成 示して らう うにした。 
・カ に関連する のはカ ・ ジ ト 員 ，それ は

員 で提案する うにしたが，案 に っては， 方の 員 で提案・ 議する うにして

いった。 
・効果的なカ ・ ジ トを実 するた に と を 的に い，

ルを い で してい うにした。（ 記する ルルー を活

用） 
・生徒指導 ，学 指導研究 の を共 し， つながり を たせる うにした。 
 

4
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京都市立太秦中学校 

 

 ・ ントの の を ま た の  
 

  

 関連単元配列表 

・各教科の に たい とは ういう のかを にする。 

・ を 成するた の や活 に って記 。 

・話し合いの手法や思考ツールを記 。 

 

 カ の中 合的な学 の  

各教科で に た が 合的な学 の で活用・発 されること

を目 としている。さらに各教科 にと ら ， や生徒 活 ・ ・ 教

等で 協 の 成 を した をしている。 

的には ・合

ールな において のつ

ながり を して り こと

で，生徒の が り，

から な （ なで

して応 する， 生が

生に指導する）や （ ー ー

シ やわかりやす える ）

な が がれて，学校 の

中学生としての が った。 
 

 主 的・ 話的で深い学び を実現するた の授業  

 

） の教科において 太秦小・ 太秦小で実践されている

のと に， の うな学 （３，４ ）をつ るこ

とを し ー に話し合いが てる うに工夫した。 

 

4
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京都市立太秦中学校 

 

２）題材や内容に応じて効果的な話し合いの手法（ジグソー法，ワールドカフェ方式等）を，

関連単元配列表に記入し，学年・教科横断的に使う。 

３）深い学びを実現するのに効果的な思考ツールを関連単元配列表に記入し学年・教科横断

的に使う。   

４）研究主題に沿った指導案の作成 

５）生徒の学びを見とる授業公開と研究協議   

６）振り返りシートの工夫 

    自己変容や他者からの学びについて考える振り返りが深い学びにつながるとして，年度

当初の職員研修において小学校で扱われている振り返りシートを提示し，中学校ではそ

れを応用・発展させることを共通理解した。各教科の特性を活かしながら振り返りシー

トを工夫し，実践している。 
 

【太秦小学校での振り返りシートの項目】     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【太秦中学校での振り返りシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

生徒自らその授業のポイントや気付いたこと・

疑問に思ったこと，振り返りやまとめを工夫し

て記入していくようになっている。 

49
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京都市立太秦中学校 

 

 イ  

 ルルー  

校ではカ ・ ジ トを効果的に てい た には のルー と

のルー を に すという ルルー が 効で ると 教 学の

教授に ド をいた ，実践している。 題の ，目 の ，

の ，実 の指導，そして目 に らして生徒の を見 るという れで，その 果に応

じて なとこ に るということを り返してい 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 的な  
・ 関連単元配列表を用いて， を した や他教科とのつながりの 見   
・ 各教科 ジ ルの生徒授業 ートの実 び 果の  
・ 教科 ，学年 ，職員研修において，学 グ や 学 ・学

トの  
・ ， の ートの実  
・ 中 ，年度  

これらの から目 に らして実践が に われているかを する。 
 

 ジ ール と ・ ート 
生徒自 が見通しを ，振り返りが ることを目的に， ジ ール を かせる

を た。いつ でに をしな れ ならないのかを にし，振り返ることは 業

になると思われる。 
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京都市立太秦中学校 

 

・ ートでは， や学 の振り返りを 示・ することで，他者から見

た自 の を って が り，他 の理解，自己 ・自己 用 の ， と

の ， の や学校生活な の ーシ につながっていることが見て

れる。（ のいいとこ つ た ・ の なのた に自 がここ が たこと・

の ・ の なに とことな ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ の な  

 教材   
各教 に ーを し， ワ ト ードを に つ した。その 果，

や 思考 の がで ， 活 が 実して た。 
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京都市立太秦中学校 

 

 小中連  
２年度は小中連 に を入れた。太秦小学校の てたい ・ が 自他を かす

ことので る ーシ で り， 太秦小学校の目指す の中の とつ

に 学 を ， で表現する と る。２校と 中学校と共通している が

いに るので， 年 して り ことを やしてい ことで，理 的な小中連 がで

るのではないかと考えている。 年 で を てる という ー で， な を

った。 
（ ） 

・小中主 の 実 ・２ の合 教科  
・作 展  活 ， ・ ートの活用  

ジ ト グ や トの 果共  
・ の研究 は小中合 研修 として，教科

（ 合 成 ・ ・ ・ 学・理科・

・ ）に公開授業と研究協議を った。小学校

の教職員 各教科に かれ，目 の や，教材や

指導法の共 な を った。中学校で目指している

ことや を小学校の 生方に っていた こと

は 年 で を てる という を って

いた た に で った。   
  

 ト ー ーに る授業   
   に る授業は生徒にとって で 深いので して っており，それ れが

単 の授業として 立した のにならない うに， ・ と に学 をし，さらに学

効果を る工夫をしている。 
 

【 の 】          【 指導 の 】 

         
【 の 】   【 生の 共生 の発 者に 】 
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に り て た の 

・ から る か からなかったが， 成を目指す ・ で る を３つの

から の うに 成してい のかを考えて り でい いいということが かった。 
・カ ・ ジ トの３つの は，主 的・ 話的で深い学びの実現には り

せないということが かった。 学 指導 では り とされている。 
・教職員 となって り からこそ，カ ・ ジ トをする が ること

が かった。 
 研究 が ールになりが で るが， の学校現 ではいかにカ ・ ジ

トがで ているかが になってい と じている。 
 

 と  
 

 

 生徒 ート り（ 元年 校生徒 ） 

校生徒を に学校教 目 に しての ートを実 した。 た， 元年４ に３

年生 に われた 学 での生徒 用 の中から特に研究主題に関 の深い のを

３つ り， 元年 に 度 ートを実 した。い れの項目から る 度 の

成果が ていると思われる。 
 

学校教 目 に対する アンケート 年１１月 （全校 ５６２人対 ） 
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全 学力 アンケート 年１１月 （ 年 1 人対 ） 

      

 

 
 教職員 ート り（ ２年 実 ，教職員 ，学校 ート り） 

  学校教 目 や 成を目指す ・ は教職員 員で り で てお

り，学校 として目指す方 性がこの２年 で にで たことは な成果 と える。

ートでは， の教職員が，カ ・ ジ トと学校 の びつ を

した項目において， の 成を した授業を えている カ ・ ジ

トを ることに って学校 の ， の が でいると思う カ

・ ジ トの研究指 を て学校の になった と しており， の成果は

ったと思われる。しかしその 方， で ていない そう思わない という教職員 いるこ

とは 題で る。 し， してい たい。 

元年 

元年 

元年 

元年 

元年 

元年 

元年

元年

元年

元年

4
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 学 グ 果 り 
研究指 を る の 年度は 教科 市 を っていたが， 年度は 教科 市

を る 果で，特に の 成の主たる を果たす ・ の学 が特に びて

いることから， の成果が ったと思われる。 
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 その他 
・ の なるかた にはなったが，授業内容や方法の ・ の や の見

しがで た。 で当 の うに 年 っていたことが 当に なのかを見 すことがで

た。（ トの ・ の 目，応 の ， の内容， 活 ） 
・ ート授業や 議を実 することがで た。  
・学生 ，校 員や 活 指導員， ー な を活用することで，教材

や 活 指導の を ることがで た。 
・ ソフトの導入に り を することがで た。 
 

 

・関連単元配列表の活用 
２年度はカ ・ ジ ト 議で 見をい ，関連単元配列表

を見やす 活用しやすい うに， 度 教科 を いながら した のを作ることがで た。

しかし， の から， の を見ながら関連する を で で

するということがで なかった。関連単元配列表を に活用した授業 をしてい が

る。 
 

・ を する フ ー トの実 とその  
は 活 とは単に やグルー で話し合うことの うに えが で ったが，各教

科特 の とは かを話し合ったり， トグ を指導案に り りしたことか

ら が し つ変わり， 活 その のの が でいると思われる。しかし，そこで

に た の を っている教科は ない。 学 指導 の導入で となるが，

授業で学 や を使って，思考・ 断・表現する フ ー トの実 と各

に応じた が にで る う，研修・協議を てい たい。 
 
・ の として特 る教 の実  

２年度は， 合的な学 の において， に 手し， の として い

元ならではの学 を い， 学 と 関連させた中学校３年 のカ ・ ジ

トを 立させる ったが， の との が し ， 校 り， に り

を ってし った。 が すれ り でい たいと考えている。 
 

・グルー 学 や の自 を て 
当初の を に変 しながらで る での を っているが， れ の学 効果

が見 るかは で ることが 題として られる。 が すること

して， の 効活用な ，で ることを工夫して実践してい が る。 
 

・ 方  
  学生 ，校 員や 活 指導員， ー な を活用することで 教材

や 活 指導の を ることがで たが， ２年度は 作業な の の業

に え， ・ 授業・ 学 の実 な 方 をするには しい に った。 
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 りに 

 

の  

  

 の ・ ントに る と イ  

 の ・ ・ ン  

 生生 ン ・ 生  

 授業 ・ を の  

 授業 ・授業 ン ト ・  

 
・ 授業 ン ト  

・  

 ・ ・  

 ・  

 授業 ・  

 
・ ・  

・授業 ン ト  

 
・生徒 ン ・ 授業 ン

ト  

 授業 ・  

 ・ 生徒  

 
の ３学年と 合的な学 の の授業を公開 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３年生は 実現に て，自ら や

を し， で った。 いに ド

をしながら，自 のことを効果的に ールで る

方法を した。 
 

２年生は 年生を に うすれ う わ

るのかを工夫して職 の ー シ

を った。 年生は を ったり をしたりし

ながら， 年度自 た が うことになる職

の ージをしっかりと つことがで た。 
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 の ・ ントに る と イ  

 
・ 生徒 ・ を ・ の ・ 

・ ン  

 ・  

  

 ・  

 ・  

 ・  

 ・ ・  

 生 ・  

 生徒 ン  

 ・  

  

 の  

 
の  

 
 
 
 
 

       
 
   
  
 
 
 
 
 

 
 

成を目指す ・ で る  
の 成を した授業を公開し，小中合  
で生徒の変容を見 ったうえで，生徒の  

に立った研究協議を った。 
 

9
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 記 な自 記  
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

生徒  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ ・ ジ トは，学校教 目 を実現するた に，教 を 的かつ

的に 成・実 ・ し，教 の を することで り，教職員 員が し， じ目

を って り ことが の トで る。生徒の を活用・発 させ， り深い学び

と導いてい た に教職員にカ ・ ジ トの の 性を ，学校 と

して り る を作り， 的・ 的 にかかる との をすることな が，校 と

して う な で うと思う。 

年度教 として 校に すると，学校教 目 で る 自ら考え し，協 で る生

徒の 成 つながりを した学校 と いた 示 が，職員 内に３カ 示して っ

た。校内を していると，それ れの校 に の 示がして った。 学校教 目 を

にしている学校 。 らしいこと 。 と じた。この目 が作られた を と，

カ ・ ジ トの の つとして， 教職員の を して た目 と

いう。 にし うとする がそこに った。 をか 議 を ，自ら考え した目

で ったからで る。 を ，これから する教職員が，この学校教 目 を自 の

のとする を ること ， 校のカ ・ ジ トを するうえでの 題の

つで ると考えている。 

カ ・ ジ トの研究が った には，手 りでの研究 で ったが，

年度 に り，教 主 としては さにカ ・ ジ トを実践することが

な年になった。 でにない 校 に って，いかに教 の 成をしてい かが

な 題となった。カ ・ ジ トの で る 校生徒に った教

の 成 を実践するた に， 員 や職員 議での の ，授業 の ， しい生

活 式の中での効果的な教 活 の 実を した。教職員の協 の と，学校教 目 実現

のた に と の ルルー を ー に せる うに教 として してい

るとこ で る。 

 

研究が った は，生徒指導 としてカ ・ ジ トを の うに えて

な実践がで るか で なかった。しかし，研究主 や特 の 生方の話を

いているう にな とな では るが 的な活 が見え た。その として 成果が

ったと考えていることは のつながりを した活 で る。（ なとこ 年度は

で が されて り し ることがで なかったが・・・） 年度は の

度に のつながり を して り ことで生徒の が ったと思う。そして，そ

れに って から な や が がれて学校 の中学生としての

が ったと思う。 た，このことは教員 に 効果が り生徒と に （学年 ）で

つながったことで教 の を ることや 協 することにつながっていったと考えてい

る。これらのカ ・ ジ トに る成果は学校にとってとて な となり

の太秦中学校を える な となっていると思う。 
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な の  

 
 
 
 
 
 
研究発表指導案 
 
 

当初は校内の が カ ・ ジ トって という った。 9 年度

り研究主 を ， を さり，研修に するな して自 自 は し つカ

・ ジ トを理解で る うにはなったが，自校でその や目的を 教職員

に させ，実践することの しさを した。 たカ ・ ジ トは学 指導

の に ら ，学校教 に関わるので， 理職や教 主 ・生徒指導 な と

の協 が かせないということを実 している。 

カ ・ ジ トは， に生徒の実 を え，学校教 目 を実現 な現

実的な の と見 すことから ることがで ると思う。 学校教 目 を実現するた に

という発 で 成を目指す ・ を し，学校のす ての教 活 を し つ

び てい ことでカ ・ ジ トがで てい のではないかと思っている。 

の研究でカ ・ ジ トの３つの それ れから を 成すると

いう ー をしたが， が にわたってし ったのが，実 う ったのかというこ

とは に思っている。これからさらに深 られる を深 てい る うにしたい。 題

，で ていないこと るが，研究を ることでカ ・ ジ トを

に した の に て で たのではないかと考えている。 

 カ ・ ジ ト の実現のた に，その の つで る 教科横断的な

の中 として 合的な学 の の 実を った。関連単元配列表を元に，各教科で学

内容が う他教科や な に び かを考え，年度初 にそれらを した がで

る うに，それこそ カ の ジ ト を った。指導内容や実 を元に

し つ ジしてい は るが， その を って てい たい。 

 た， 合的な学 の は学校教 目 を 成するた に，学校 自で 的 を

で る が る。 年度の うに で学 内容や が されてし うこと

り るが，その 合において の見 しや を い，学校教 目 が 成で る う

にしてい たい。そして，その を教職員 が つことが， の カ ・

ジ ト で ると考えている。 
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科学習指導案 
                                      指導      

１ 指導日時       ２年１０月２ 日（ ）   1     1 1   

 

２ 指導学 （ ）   中学校    １年   ３組  （ ） 

 

３         いにし の にふ る に きる  

 

４ の主たる目 （ につ たい力） 

（１） 「話す と・聞く と」において，目的や に て，日 の中から話題を め， めた を し，

う内 を できる。 力， 力，表 力 （A（１）ア） 

（２）「話す と・聞く と」において， の を ま ながら， の が かりやすく る うに表 を

できる。 力， 力，表 力  

（３） の働きや 組みについて， を深める とができる。 ・ （（１）ア） 

（４） には な の作 がある とを する とができる。 ・ （（３）イ） 

（５） 的に めた を し，学習の しをもって し うとする。 学びに かう力，人間  

 

５ の評価   

・  ・ ・表  主体的に学習に取り組  

 の働きや 組みについて，

を深めている。（（１）ア） 

 には な の作 が

ある とを している。（（３）

イ） 
 

 「話す と・聞く と」にお

いて，目的や に

て，日 の中から話

題を め， めた を

し， う内 を

している。 

 「話す と・聞く と」にお

いて， の を ま

ながら， の が

かりやすく る うに

表 を している。 

（A（1） ） 

 

 的に めた を し，

学習の しをもって し う

としている。 

  

６ 指導計画 び評価計画  

 主な学習  評価 ・評価方  

1 時  い は の と を ， のリ ムを

いながら する。 

・ ・ ート 

時 人の月に対する いを み取り， の関

を める。 

主体的に学習に取り組  

時 取 の 部 を に し， のあら

す を る。 

・ ・ ート 

時 「くらも の 子の の 」の を し

ながら し，話の を る。 

・ ・表 ・ ート 
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時 と とを み， の 子や 人 の

を る。 

・ ・表 ・ ート 

時 人 の や などについて をまとめ

る。 

・ ・表 ・ ート 

時 成 の成り を る。「 」の と

を する。 

・ ・ ート 

時 い い な 成 を る。発表する 成 を

つ び，話し いながら を く。 

・ ・表 ・ ・ ーク ート 

時 ループで を め，発表の 習をする。 ・ ・  

１０時 

時  

成 を題 にした を発表する。 に

る 評価・ 評価を う。 

・ ・ ・ ーク ート 

１１時 ば た を する。 成 スト。 ・表 ーク ート・ スト 

 

７ 時の教  

４ 「いにし の にふ る」では，「い は 」，「 に う」，「 の の 」，「 に きる 」と

いう題 が ，「 の に 会い， とのつながりを る」 とを らいとしている。 を学

習する とで， 的 いなどの のきまりや の 方などを学び， に かしながら の

を う とができる。また， な 作 に る中で， には な やジ ンルがある とや

にまで き てきた 的なものの 方や 方がある とを り， とのつながりについて の

をもつ とができる。 の うに は， を み の を の に し のに した教

となっている。 

 

 時の  

 授業の学 では 年 の学習 プロ ラムで全 との はできないが，授業の 子としては取り

組 や での話し い において 的に学 り話し ったりする が ら る。 休み後の授業で

は，「 の きなもの」という ー で１ 間のス ー を い，「 の き ・話す 」「 成」「 ・

表 」「時間」の４点を して発表を った。 に内 を で て発表するので全体的に ができて

いたが，ス ー を み の うに作成していた が なくなく， の で する とが な

が いと る。また， き にとって りやすい内 にするために発表 が かりやすい で

する があると ら た。 

の とから， り を して発表 るために 成 を にして発表するという を

た。 という課題に する とを し， に る うに して話す力を ていきたい。また，

の授業を して， の 方や表 方 を みて 後の発表時や に るときなどに か る うに

していきたい。 

 

 時の指導  

では， な 成 に ， の成り 「 」を し，「 」の部 び， での

方を て 化して発表する。 の に って「 成 」というジ ンルを り， 的な内 の を

したい（ ・ （（３）イ））。 にして発表するという は，学習指導 の中では 学校 学年の

「 と」の に「 を たりする と」とある。 に子どもた は「 きなか 」を に，

に って を深め， の を できる うに を する とを らった を している。

を ときに「 作化」を取り て， 体的な人 の き，ものの きなどを 体表 で表してみて

を す となどが た。中学 にとっての「 」にも の うに を す は めら るが，

までの の を ま て， 的に話し表 する として「 」を した。 

表的な 成 が「どの うな を つか」「な の うな をもつ うになったのか」「 の は

でどの うな に てはまるか」と 化し， として や を する とで「 成 」をな と

なく している りも， に い方について を らす とが になり，「 の 」という を
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する。また，「 」という でア トプットを みる とで， の や ， というものを， り

に の で表 できないか たい。 うして， の中の に対する が研 ま ，

の き しが かつスムー になる く， を ていく 会としたい。 

ま ７時は「話す と・聞く と」の を 的に指導するため，「 」を み， の成り や の

方を る。また， に 成 とは かを る。 

つの 成 は の成り となる 話「 」の部 がある。 の部 の み取りは， 時に

や 画 を するなど， に時間がかからない う する。 して， した内 を ループで話し い，

発表する 成 を つ ば る。また，学 内の の た が できる うに， の部 や での

い方などの を ループの人 ， などを ながら 作りを る。 の い方の発表につい

ては， た が に てはまり うな日 の を びつ て る。 成 の

に ったりと う の い方を， ま まな を 定して ループ内で いに し いながら を作

る とは， の を ら ， かな を につ る とにつながると する。また， ・ ・表

（A（１） ）の「 の を ま ながら」や「 の が かりやすく る うに表 を 」につい

て した学習 を で う。 

時は， を発表するに たって， ループで の み をしたり， をしたり，リ ー ルを

ったりする中で， ・ （（１）ア）の「 の働きや 組み」である，話す や ， の 子や間

の取り方 を たい。 に， は の対話をするという ， た は いの としての間を

する とができる。発表する の り りについては学習指導 に関 する は ら ないが，

の を い， 化する としては重 したい。 

１０時である 時の発表会では， 評価， 評価の ーク ートを いながら， り い発表の 方に

ついて るとともに，発表した 成 の を す。 時の イントとしては，後に た指 が

の 子からどう したかを 取るために，「 の を ま ながら， かりやすく る うに話し方

を し発表する」 とと，「 の が発表した時の発表の を した評価ができている」 との２つを中

と く。 

１１時には各学 で ば た発表を で る とで， を く発表の は か，話す に

ついて る とにつな たい。 

 

1  時の目  

    成 の が る うに にして発表する とができる。 ・ ・表  

 

11 時の評価 

目 を 成できた  

の  
評価 ・方  

の  

できる  

（ を できない ）

の て 

の を ま ながら，

の が かりやすく

る うに話し方を

し， 体表 も を成

るための取り組みとなる う

をつ て発表する とがで

きる。 

発表した ループの話す

（ の働きや 組みに

ついて）を した評価が

できる。 

 

ーク ート 

（ ） 

 

 

 

 

評価 ート 

り りプリント 

の の に て

に をア ンジす

る ，発表全体の かり

やす を ま た ，

の発表 との関係や

の を た

ができる。 

発表した ループが内

を るために した

点を く して，話し方

についても く して

評価できる。 

りにくい を し

てみる うに したり，教

が 体的に指 したり

するなどして， 人が

できる うにする。 

ーク ートは 部

になっており，学 表

に ば る ループは発

表のうま ， がはっきり

しているので， の うな

の を る う す

る。 
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1  時の  

 学習 目 学 習   指導 の 点 評 価

・方  

導  

１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５  

１ 時の目

を する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 時の学

習の につ

いて する。 

 
 

 

 

 

 

 

３ 発表・  

 

 
 

４ 評価  

 
 

時の目 を する。 
日の目 は 課題である「 成

を が る うに にして発表

する」です。 

 

各 ループが， 成 の と に

ある な体 をつな ， を

らして を発表します。 の ループの発

表を ながら， ま まな 成 を

し， しく い なす力を につ まし う。 

 

また，話す ， 的な発表の 方，話

し方について を深めまし う。 
 

発表 ，評価について する。 
発表は， 成 の の ， での

方の という で発表します。 

 

つの発表が る に，評価 ートに

します。「 った人，発表の ，

な  など」話す ， 的な発表

の 方，話し方について ま まな き

や を き めまし う。 

 

内 ・発表ともに クラスに した

い ループを つ でもらいます。 
 

ループ とに を発表する。 
「 では，発表会を めます。 は

に て発表をお いします。」 

 

 

「ありがとう いました。では， の評

価を してく い。」  

・ り し 
 

 

評価・ り り 
後に， 評価と り りを しまし

う。 

 

時は，各クラスから た ループ

の を します。 力的な 発表の

は かを で まし う。また，

学習した 成 と を組み る

問題 習にも取り組みます。 

 

は に にし

ておく。 

 

 

の発表会を して，

どの うな力を につ

うとしているか

する。 

 

 

ループ発表時は内

の の ，話す

について して

する う す。 

 

お び ー イ

ントで 的に をす

る。 

 

評価 ートを する。 

発表 の に

くとともに，改善点も指

できる うに をか

る。 

 

 

成 の と の

が っているか

どうか ながら

る。 

発表会の 会は教

で い，話す ，

的な発表について評

価が る う， な

評を る。 

進 に て評価

ートの の指 を

す。 

 

評価は， の

を ，話す や

り方を り って

く うに る。 時

で った発表 習，リ

ー ルと てどう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーク ー

ト 
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ったか。発表してみて

の はどうかを

る。 

り りは， の ルー

プを て， 的な話

し方について がつい

た とや た とをま

とめ る。 

  
1  指 の           

1   計画  
    

クト ラム（ 人教 ） 

 

や関 を める いの を する して問い る 

しを つ な を する ・ を習 する 

と び る を表 に き る ・ を する 

り く取り組  な で する の いや と び る 

り って つな る の 方を かりとする や を 化する 

  

に を り る の を 成する 

働して課題 する たなものを り る 
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学校教 目 しの に教 に        

年 の学校教 目 設定に て 

                           カリキュラム・ ジ ント 進 会 

設定に向けた計画  

① ② ２ ５ 水  ２ 7 金 学年会  

① 学年を して感じる太 中学校の生 の 題は かをあげる。 

  １０年 の未来を「生きる力」として が りていないと感じるか。 

 ② こんな生 になってほしい という具体的な目指す生 の を挙げる。 

学年の現 を「ト トン」話し合ってください。 題については，「できていない

ことの 列， いところの 列」だけで終わらず，「な この なのか 」という分

もお願いします。 

 

 

③ ２ １３（水）年 反 研修会  

③ 学年の現 を し，生 に に けさせたい資質・能力を考える。 

  成を目指す資質・能力 『 ばすべき太 の子が本来もっている いところ』と『太

の子が学校生活を して に ける力』を，考えてキーワードを挙げていく。 

 学年バラバラのグループをいくつかつくり，どんどん意見を出す方式でいきます。 

 

④ ２ 19，２ 6 運 員会  ⑤ ２ 8 員会議 

④ 研修会で出た，「資質・能力」のキーワードから学校 目 案

を作り げる。 できれば，１，２のフレーズにしぼりたい。 

⑤ 年 の 目 案を 体に提 する。 後の 員会議でおろし, 体の

が られれば, 定となる。 

学年で 

話し合い 

運営委員

会で話し

合い 

全体で検討

＆決定 

全員で！ 
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学校教 目 しの に学年で話し ったもの   

学校教 目 設定に て  ３年 ☆

の をしまし う☆  

の いと   の課題 
 ができる・明るい・まじめに

取り組める（授業）・活発・行事に積

的に取り組める・ 転が利く・ りが見

えている・ 間思い・行事で 3 年生らし

く 々とした取り組み・ を見習い成

長しようとしている・ 進的（スマホの

使い方）・進 への意 はある・ 学し

ようという視点（日本より世界）・ 力

した 

現
状 

・ する力・ り さ・生 士のつながり

が い・興味がない生 と関われない・ ち着

きがない・主体性がない・大人にたより過 ・

下をみて安心する・見下す 向・ 員会や係活

動を自発的にできない・責任を持って主 を伝

えることができない・あきらめる・自ら進んで

リジ リ ィーを出すことができていない

アイディア アイディアの 合 

・ の創 力にかける・ 用 ・

の ・ひたむきさに ける 

さを大切にできている 

の 響・ の働きかけ・家庭の

力が高い・ りの友達や大人がいる安

心感がある・助け合いが 心地の さに

なっていると気づいた（学 運 ）・マ

イ スイメージを してスタートが

切れた（ して注意を受ける前に 張

ることで められた）・ 達の行事で

の取組みから を受けている 

・下 生からの 性を める取り組み・

地域（保 者）の声・家庭力が高い 

分
析(

な
ぜ
？) 

あきらめやすい・言い  

人事になっている・集団での目 に一 とな

って進めていないから・自分 ・生 の中で

下関係がある・自分の力で かを成 させた

体験が ない・ 戦する 会が ない・人の話

を聞くことに 用感がない・ と思っていな

い・受 などで 力がない・ 員会での成 体

験がない・ や 員の創った を えること

ができない・ 力に対して行動力が わない 

 

かつ積 的・感謝する心をもつ・自

分に自信が持てるよう前向きにやって

みる。成 体験をかさね本 の力にす

る。 

自分自 の さ（ 性）へ気づける・人

と地域とつながる力・グローバルな視

点・感動させる力と感動できる力・なり

たい自分を考え 行動できる 

目
指
す
姿 

する力 

自分自 を大切にし 人も大切にできる・

かく たくましく・自ら発信する力・受け め

る力・自分のことを うする・人のためにでき

ることをする。その中で資質を高める・ の

さにきづける・向 心をもつ 

・ ミ ケーション力・ と向き合う行動

力・社会と関わる学ぶ力（ りたいを大切

にする心） 

 

ーク ップの  
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京都市立 小中学校 

 

 めに 
 

・ ント を のように ， の ら した  

カ ・ ジ トは学校教 目 を 成するた の手 で る。 で ないこれ

からの を生 た に な ・ を にし，学年や教科の を えた で

を ることで，学 効果を することを とするのが，カ ・ ジ ト

で ると え， り でいる。 

校は， 元年度に開校し，それは， 研究指 の 年目と なる。開校に たり，これか

らの を生 た に， 教 修 で たい として を を ，

２年度の学校教 目 を の 性を ， を の 成 と した。さら

に， を た に， 考える 発 する ーシ 自 的活

性を 容する れない という６つを 校で 成する ・ として した。

この６つを てるた には の うな ー が かを考えたと ，学校の教 活 の中

で る の授業を とすることが っ に かび がって る。授業を中 にして り ６

つの ・ を てるた に， 校では，カ ・ ジ トの で授業 に

り こととした。６つの ・ の 成に授業を中 に ー するた には， 断の授

業 が となる。そこで，授業 のた の ルを 立し，学年や教科の を

えて り という を ージした。 
 

・ ント を う や  

校は３小学校， 中学校の 合に って開校した 教 学校で る。 しい 実 に

え， に り各校の 生徒 が し， 生徒自 が する が と し

なることが される中， を り 変えてい た の として， の に り開

校した。 とと に る学校を との い思いから，小中 校という ルが された。 
校 は，教 に 題が見られる な はな ， しい学 実 に る 校の の

シ は，学 で ると えている。この の シ を果たすた には，カ

・ ジ トの手法が で ると考えている。現 を し，学校教 目 の

び見 しを り，学校教 目 に かう教 内容を学年や教科を えた で 立て，その実

を して， してい という 連の を 的に り を 的に作り，

それに って教員がつながり， が り し，学 効果が るということを して

いる。開校 ない 校の りのた に，カ ・ ジ トを 用していると

って ではない。 
校では， のとおりカ ・ ジ トの を用いて授業 を ている。

校が目指す６つの ・ を 成することと，学 という シ を り効果的・効

的に果たすことを目的として，授業 を る カ ・ ジ ト を ている。 
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 の を ・ の し 
 

 

 見 し  
 
 
 見 し  
 

成を目指す ・  
 
 
 

を のように し， よ を ・ を した  

なこれからの を生 として， い や を った自立した として 

自 と の を してい ことがで る を 成することが られている。 た，

の うな に って ，生 てい うえで り にしな れ ならないのは， とし

ての り方 と考えている。このた ， 校では， 性を ， を る を教

理 とし， 実さ・ さ 思いやり・ ・ な に ない といった

性を て， ことを教 の としている。 
  開校 ， を生 の 成 び 校の教 理 の 現 を目指し， 教職員 とな

って り として， 記 見 し の学校教 目 を した。開校 ということ

で， 生徒お び教職員が しいことに な していこうとする学校 の ードを

るた に， ー 的な を目 の として えた。学校教 目 の に たっ

ては， 的に の うな ・ を 成すれ その目 を 成したと えるのか， と

なって り た の共通 ージが で る。そのた ， 校では， 考える 発 す

る ーシ 自 的活 性を 容する れない の６つ

を 成を目指す ・ とし，学校教 目 を した。 
年 ，学校教 目 び 成を目指す ・ を見 し，学校教 目 を 記の 見

し に変 した。見 すという に り，教職員 がさらに と り， として り

する りを目指した。学校教 目 を変えることで自 た が した目 で る

と えることがで ，その目 が自 た の目指す で るとの思いを することが

で た。 
 

しに たっての な りや気付     

 
 
 
 
 
 
 

 

の 性を ， を の 成 
果 に らない自 に いに  

， 成を られる から考えられた学

校教 目 で り， の目 として シ

ルでわかりやすい目 では るが，開校

に された目 で ったた ，この目 に

かって 的に り といった や

が じられなかった。開校 年を て，

学校の実 や 題を ， 的に り

た の指 となりうる自 た の した目

とする が った。 

現 を ， 題の共 を った

， に した学校教 目 とする

た に， で見 しに たった。現

や 題から目 を 変える は

ないと の教職員が考える中，

の が指 されたた ， の修

にと ，この学校教 目 成に

， な教 活 を うことを で

共 で た。 
 

の 性を ， を の 成 

考える 発 する ーシ  
自 的活 性を 容する れない  
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 の  
 

・ ント を るための の工夫 

研究  
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

研究  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ての を ま の やその に いて 

 年 を 教科 の  
年度は教科の で 年 をつな ことに を当て，教員はい れかの教科に

した。 で が実 され， の教員にとっては自 の教科に することに

なるた ，当 者性は る。 
 の公開授業の実  

年度当初に教科 の ーが示され 員が公開授業を う方 性が される。特

の かが実 するのではないた ， せ るを ない が生 れる。実 に す

ることが 当 者性を る。 た， の での授業 り の される。  
 ドル ー ーに る研修の  

する でな ， が る研修は当 者性が りやすい。 
 ワー シ 研修のさらなる  

研修の と をワー シ で い， 者の主 的な関 が実現で た。 
 

 小学校と中学校にお る 合で ったた ，開校 は教 活 の目的や方法，教員の考え

方等が校 に って うこと ， 教 学校として開校するに たっては，教職員の

考え方から変える が った。 
開校に ，学校教 目 等，ト 的に示されること かったが，教科 や各

を 成し，示された方 に い 年 を見 えて目 や学 内容や活 方 を考え

る，な といった で 的に な案や が作成された。 
この うに，開校に たカ ・ ジ トが ， 目 に沿った で開校

が えられ，カ ・ ジ トの 効性を理解することにつながった。 
学 の 題は 合 から各校共通しており， 学び を作成し，開校 は，

カ ・ ジ トの を用いて，授業 に り こと， 学び

をツールとして学 に り ことを共通理解した。 
 

 授業 に た が り効果的・効 的に う，校 を見 し， 表

をした。 的には，学 ジェ トを立 ， ジェ ト ー に る研究

の を った。 
 ドル ー ーに る研修の や各 に る研修の実 ， 年 を 教科 の

・実 ， の公開授業の実 等， の当 者性を ，主 的に授業 に

り る うな りを った。 
た， （ ）を し，そこからの を るた に，学校 ートの見

し，学校 協議 の内容の見 し，それらを に 立てる手立てを考える の

， トの を う 当の 等，各 を 当する を校 に

した。 
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ン たしたそ の や  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

４ ，学校 方 の の中で学校教 目 を示し，教職員 員で共 した。 年目

から２年目に る に，方 性は 変えない のの， を修 することで，学校教

目 や 成を目指す ・ を教職員に， り ることを らった。 
た，カ ・ ジ トを することの 等を する には， 校の

カ ・ ジ トは授業 に た研究に り ことを中 に ・実践

するということを らかにし， を った。特に 教職員をつな 生徒の学

びをつな ということに するた に， 年目の ・ 年の に え，２年目

には５・６年生の 教科 に 手し，授業 のた の教科指導 の変 お び

を った。 

 校が目指す ・ や開校当 に作成した といった開校の理 を し，教職員

の を に 的に をし，と に指 し，と に をするな ， を

える を う。 年 の学びのつながり， かな や 性を とのつながり，そし

て， とのつながりといったことを した を に るた ， ・実践

・振り返り 等 ら る で が となる う，各 の 容を してお

が る。教員と研究主 をつな ，教員と教員をつな ，教員と授業 という 自

をつな ，学校と をつな ， から学校と教 員 をつな といった な

を うとと に 配 する を った。 
 

年度の を ，校 の研究 を 学び の を い，その 果，

り 校の研究やカ ・ ジ トが ・ する うな を した。そし

て 校の教 指導 を ，年 や研修 の ，教科 の な ，教職

員が学 内容や指導方法について協議や がで る を作る うに を立てた。 
については，５年生 で教科 を導入にする当たり， 表の に

たり，授業 において，教科 の ーが しやすい うに を

えたりして， 年 の教科指導のつながりを教職員が で る うにした。 た年度

ートでは， り効 的な ルを した の方法を り入れた。 
 

 年度当初の方 に り，授業研究や理 研修， からの ， た，各 の

や 題の提示等，カ ・ ジ トの を用いた授業 の を，２年

， 的に した。開校した かりで， と りに しい教職員 を，授業

に って生徒の学 を実現するという目的 を共 し，協 して り ことに

って，教職員の協 性や 性を た。開校という他の学校にはない が る

とはいえ，学校として授業 ・学 に という方 を 現 するた に が か

を考え実 するという な を果たした。 



─ 66 ─

京都市立 小中学校 

 

しに たっての な りや気付   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 実 の しい 校 からこそ授業

に り が り，そこには使 を

って 的に り でいる。協 的で実

的で るという ではカ ・ ジ

トの で り でいる成果で ると

実 で る。しかし，教員 の教 の

いを り えるた に な 実践に る手

たえ に る ，この２年 の が

に って たとは思えない。つ り，

教職員の トルが の方に ，授業

が し，学 果たせ というこ

とになりか ない で る。 
 
 

から る ルを
したが， のた のツールが でな ，

していないた ， を るた の材
が しい。そのた ，教員 果等から

を見い せない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 の効果を するた に な，教

員が 生徒目 で学 を見るということ

の に しい。 
 
 

教員 を見ると， ジ トして

いるという り， ジ トされていると

いった じが えない。 
 
 

・ を てる授業の研究を るこ

とにおいて，教科横断的な を って り

が る。 
 

手 たえは こで じることがで るの

かを 考える。 た，それが らないの

で れ ， を の指 とするかを提示

し，それに いて手 たえを じられる

うにする。 として を 用するのかを提

示する。 た，手 たえを 的に じるこ

とが となる う や成果の 見える

をさらに る。 
 た，開校 から教職員の の ーワー

ドとして て た 共 ・ ・ を 
させない う，これについて 見え

る し，都度 的に活用するな して

の を し ることを らう。 
 
 

授業がそうで る うに， ールを に
してお ことに り， 材 になっ
て る。学校 としては，学校
ートを し， として，その
果を の指 とする。 た，それを教職員
と共通理解し， に り 。そのた に，

ートを し， を するのかを提
する や を にし， の うに り
のかを 的に考え り る を作

る。 た，学校 協議 が 関として
し， の提 を う を ってい

た る う工夫する。 た，学 を
うこと， 題を らかにすること， の
提 をいつ れが うのかを し，
方法を として考え， を作る。 
 
 
 

授業 の研修の中で， 変 を り，

実 を ことが となる う工夫を

する。 
 
  

ジ トについて理解を深 るとと

に，当 者 をさらに ることがで

る う研修を工夫する。 
 
 

の に の ・ の 成を目 と

するのかを中 的に他教科との関 で見

れる う工夫し提示する。 

4
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 ・ ントの の を ま た の  
 

  

教科を通して 校の考える３つの ・ の 成に した校内研究 

カ ・ ジ トの を えて授業

に り に たり， 校が 成を目指す６つの

・ のう ， 考える 発 ーシ

の３つの 成を校内研究の として り

。 教科において り ことに を ， 教科

の授業において ー な３つの ・ に

り り ことで教 目 の 成につな たいと考えた。 を を， 年 に生徒がな

りたい自 になるた の で ると共通 をし，そのうえで研究主題を 自ら考え表現する

の 成 年 とした。 

 

 学年 ・ ージを主 とした研究 年目 

年目は，３つの ・ を 成するた に学年 ・ ージを主 とした研究を った。

学年 とに た研究主題と研究の を元にして，３つの ・ を 成する教科横断的

な研究を にするた に， のとおり 的に り 。 
 

３つの ・ についての 的な生徒の の共  

４ 初の研修 の研究につ

いて う では，学年 でその学年に応

じた３つの ・ の 的な を話し

合った。その で４ ・５ は 的な生徒

の ージと実 の生徒の を するこ

とで 題を らかにして，学年研究主題を

した。 

た，研究の については， ３つの ・ を 成するた に てたい生徒の 的

な の６項目から２項目を して 的に り を立てた。 
 

校の考える３つの ・ を 成するた に てたい生徒の 的な  

で した３つの ・ を授業での 的な生徒の にすると うなるのか 教職

員で共通して いてお たい を する で る。その うな考えから， 的な の６

項目を のとおり した。 

自 の考えを つ         

２ の 見と自 の 見を る  

３ の 見に する      

４自 の考えを する  

５ の 見に自 の 見をつないで発 する 

６学 の振り返りで かったことと考えたことを  
 

の研究について う  
元年度は，授業研究 の 研究 の を 効活用して の研究について

う を った。 の で効果的な研修を目指して工夫をした。特に校内 材

を として活用したり，思考ツールを 的に用いたりして た。関連単元配列表を見

ながら実践を振り返るな ， を にした学年 の うな になっていた。 

・ の 的な生徒の ージの ト（ う ） 
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 共に学び合う  を り入れた授業 年目 
３つの ・ を して 自ら考え表現する を 成するた には，その らいを

にして授業を し，さらに授業を展開しな てはならない。つ り，授業 お び

授業 の が となる。 年目は開校 から各校で して り でいた  

を り入れた授業を していった。  を 的思考と える

のではな ， その での 解を すた の方法 で ると えて授業 りを てい

こととし，主 的・ 話的で深い学びにつながる授業 ルを目指して，授業では， の３

つを にすることを共通理解した。 

・ 生徒が理解して い られる い の と工夫 
・ いの えは 当にそれで いのか さらに な のはないのかを考えて， え合うこ

とので る 話 式の工夫・用いる思考 ルの  
・学 ことをしっかりと理解して 実に で る うにする 振り返り  

   これらのことを てい ことが 共に学び合う  を り入れた授業

で ると していた。 た カルシ グ活 表 （ ）で

しい内容（思考 ル）を指導案に 記して で る うに り 。 
 
 年 教科 を中 とした研究２年目 
２年目は の教職員 の教職員 する教科 を中 とした研究にシフト

していった。理 としては主に２つ る。 つ目は， 年目は学年 を中 として研究を

ていったが， と で授業を し合う な が と てなかったことで

る。 教 学校として 年 を考えるうえで， と の授

業の り方をはじ として いに理解で ていないことが 題で った。２つ目は，学 が

ない 校の実 が る中で， 年 を通して 自カ を作成することで学 に

られないか，という考えからで る。す に 自カ を作成することは しいが，

は 年 の のつながりを教科学 中 に作ることが で ると 断した。３つの ・

に関わる各教科での生徒の 題を らかにすることで， 自カ 作成 の とし

てい こととしたので る。 た， 見教科横断的な とは う うに見えるが， 年度の

学年で 生徒を てるという横の の に成り立っているので る。 年 を と横に

的に える を することで，３つの ・ を ら る で 性を って て

ていこうとする教職員の が っているといえる。 
 

授業 り ード 
 ３つの ・ を 成するた の授業 ルを， 年度はさらなる を目指して変

している。 元年度に  を り入れた授業 を研究する中で，

３つの ・ を 成するた に授業を 成する３つの トに り いた。 
そこで， ２年度は， 共に学び合う授業 を 成する の３つとして， りシ ルに

授業実践をしてい こととした。 
 

授業 り３ 振り返りを とした授業 り  
 単元や授業を すると には， な れ ならない を れ 指導者が 的

な 生徒の として見通せているのかが となって る。 ールを ことがで た

に，生徒の実 を えた学 活 の が立てられる。そこで， 授業 り３
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を 校の授業 の ードとして 学年・ 教科で ることとした。 
 な振り返りを かせるのか は な いにするのか と表 で り，その

合性が で る。 ールから して授業をつ る考え方を の授業に させる

提案を った。 年度は で授業が５ なり， 校 ったので，実践し

らかったが，この方法での授業 りを工夫して うこととした。振り返りで自 の学びを

することがで れ ，生徒に学 が してい と じている。 
 教職員は， の授業で を て たが， の授業 （ 授業を提案）

で 的に り 。 
 

振り返りの目 と を学びの に 示 生徒と教職員で ールの共通理解  
 振り返りの 的な ージを教職員 生徒 つた に， 年度は ル に

を提案した。提案したことを 生徒 教職員 しっかりと ージすることで，共通実践

につながると考えた。そこで， を教 は と り ールや な ての 学びの

に 示して活用を ている。 
 

・ 成指導案 な 者 の指導案  

 授業の ルを共通の のにするに たって， 年度は指導案について した。 ３

になっている。 記は表 に記 することで， 校の授業の り方を トに

表している。 が授業を通して３つの ・ を 成してい ということが 目でわかる

うになっている。 トは 記の通りで る。 
 

の 授業 り ード の うに， 振り返り を として授業を

するに たっては，指導と の という らい い。授業者が に な

れ ならない 学 指導 の指導 項に沿った内容 たい 生徒の実

と 校の考える ・ に沿っていること を とにして， の うな ールを いて

いるかが， 的な振り返りに表れているからで る。 
校では ・ ・ の３ で している。この３ は，実 に授業を えたと に

は， の 生徒の をとると の となる。それと に，授業者自 の授業の

に なる。授業者は 員が に る うに授業 りをしてい で る。 の振り返

りが れ ，な に らなかったのかを し， していかな れ ならないし，

が しな れ ， を生 す うな授業を工夫しな れ ならない。 の指導の中に

される 的な振り返りを 記することで，生徒の と指導者の をすることがで

，授業 につながると考えている。 
指導案は，教科横断的に３つの ・ を 成するた に の る 式となって

いるが， 式は じで って ，中 の工夫はそれ れの指導案で なって る。 式が

されることで， いの工夫な が見えやす なり， 者にとって 変わかりやすい の

で る。 

・ てたい ・ の目指す 的な と 的な が見える。 
・生徒の実 （３つの ・ の 的な の ート 果）が見える。 

・ で目指す生徒の振り返りの と が３ で記されている。 
学 （ 生徒の ・授業者の ） 
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・ 成指導案は 授業 （ ）と ３つの ・ を てるた の

授業研究 （ ）で 員が作成し，授業研究を った。 ・ 共通の指導案

にすることで，授業 の方法や授業 の を り として， ・ の研究 を

うことがで た。 
 

 
 イ  

 てたい ・ の 的な 生徒 ート 年目２年目 

 した６項目の ・ の 的な は， 生徒に ートをとって実 を

している。 生徒自 が自 に の うな が るのかを見つ る となっている。 
それと に， 生徒自 が じていることと指導者が じていることに が見られ

ること るので，その項目については， 目 の トとして えている。 生徒

ートの 果を指導案に して， 生徒の実 を ジ ル している 
 年目は５ と に実 したが，変容を活用する では らなかった。 年度は 校な

の り， に実 をした。 は２ に実 をする で る。 年度は，学校

ートの 生徒 の中に ことで， ートの さ の を た。

，実 や項目の見 しを い，さらに活用で る うにしてい が る。 
 教科 の り ２年目 
 年度 っている 年 の教科 では， 元年度の３ に各 で の うに教科指

導をしてい ，生徒に３つの ・ が つのかを話し合った。 自カ 作成の

た の で る。 
４ の 目の の研究について う では， 年度の方 を える で

はな ，各教科 の が ー について の を った。そのことで， 自 た

で の をつ ってい の という が っていった。 
 特に， と は， ー に した授業を で って実践した 果， の うな が

つつ るのかを 生徒の として し， の の目 を にしていった。

に ー に立 返って見 すということを り返している。 を ートして

い ことがで た。なお， 各教科 ではっ りさせること は， 学び ー で

教職員に共 をして， ではな 横のつながり で る う でいる。 

 

表やグ フを用いること でな 自 の 見を に える 方について いている。 

と 表やグ フと 応させて と が がると かった。これから 見 を

と には，自 の 見に合った を び， こに 目したのかが かる うに に表した

いと思い す。 た，自 の考えと から かったことを して うにしたいです。 

 

表やグ フを用いることの効果について いている。 

 と 表やグ フと 応させて と が がると かった。これから 見 を

と には，自 の 見に合った を び， こに 目したのかが かる うに に表した

いと思い す。 

 
表やグ フを用いることの効果について れていない。 

 の 見 を で かりやすかった。自 したい。 

５学年 科 ・ 成指導案 で目指す生徒の りかえり （ 9 ） 

京都市立 小中学校 

 

なお，各教科 の ー に沿って， 記の うな ルで教科 の研究を

ていった。 
教科 の ル  

 
 
 
 

 カ ・ ジ トと学校  
   学校 の ートをカ の ルに活用することを目的とし， ２

年度に ートの を変 した。 の として， の実践や に活かすことを

し，生徒お び 者に授業 の が の らい しているのか， た，教職員

の の 成 を するた の とした。 ートについては， は に，

は に実 し， ・考 した のを の研修 で共 した。そこでは， す

こと，さらに して り 内容な を 教職員で共通理解し，方 性を するた

の な となったと考えている。 
 

 ・ の な  

校内 ートの活用 校内 ートに る指導 年目 
 年度は授業研究 の の指導 を京都市 合教 ーの指導主 ではな ，校内

の教科の ートを として活用した。校内の ートとは，京都市の教科研究

で活 をしている ーやシ ーな で る。 には で学

的に教 を えている ートが他に しているので， っている を

さらに共 したいと考えている。 
シ 協 で り い授業 り 年目２年目 

 ２年 ， 年生・ 年生で シ を導入している。これ で で っていた授

業 りや な を 的に うことで， り ード る授業 と指導の

を目的としている。２年 実践をして， 的に り 性を実 したり，指導 の

につながったりしていることから，授業 を としたカ ・ ジ トが し

ていると考えている。 は実 する学年や ージを するとと に，さらに 生徒に

効果の る に発展させたいと思う。 
 
 に り て た の 

教職員の が変わった 
  学校教 目 成のた の３つの ・ を 成する という な目 に って，

当教科や学年が って ，共通の話をすることがで て た。これ での 自 の学年

自 の教科 という から の を の うに てるのか という い

で考えることに が変 されて たことを じる。 
授業の り方が変わった 

  振り返りから授業を する という授業 の方法を する中で， い につ

いて考えてい ことに ジする教職員の や， 的に ールを ージする方法を

の授業で実践している が見られた。それは， り やすい を 的に示したこ

４  

教科  
ー  

 

の授業

に て

 

 

授業 で

ー の 成度 
を ・共  

 

授業研究

ー の 成度と

の目  

・２  

年度の成果・

題から 年度の

方  
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なお，各教科 の ー に沿って， 記の うな ルで教科 の研究を

ていった。 
教科 の ル  

 
 
 
 

 カ ・ ジ トと学校  
   学校 の ートをカ の ルに活用することを目的とし， ２

年度に ートの を変 した。 の として， の実践や に活かすことを

し，生徒お び 者に授業 の が の らい しているのか， た，教職員

の の 成 を するた の とした。 ートについては， は に，

は に実 し， ・考 した のを の研修 で共 した。そこでは， す

こと，さらに して り 内容な を 教職員で共通理解し，方 性を するた

の な となったと考えている。 
 

 ・ の な  

校内 ートの活用 校内 ートに る指導 年目 
 年度は授業研究 の の指導 を京都市 合教 ーの指導主 ではな ，校内

の教科の ートを として活用した。校内の ートとは，京都市の教科研究

で活 をしている ーやシ ーな で る。 には で学

的に教 を えている ートが他に しているので， っている を

さらに共 したいと考えている。 
シ 協 で り い授業 り 年目２年目 

 ２年 ， 年生・ 年生で シ を導入している。これ で で っていた授

業 りや な を 的に うことで， り ード る授業 と指導の

を目的としている。２年 実践をして， 的に り 性を実 したり，指導 の

につながったりしていることから，授業 を としたカ ・ ジ トが し

ていると考えている。 は実 する学年や ージを するとと に，さらに 生徒に

効果の る に発展させたいと思う。 
 
 に り て た の 

教職員の が変わった 
  学校教 目 成のた の３つの ・ を 成する という な目 に って，

当教科や学年が って ，共通の話をすることがで て た。これ での 自 の学年

自 の教科 という から の を の うに てるのか という い

で考えることに が変 されて たことを じる。 
授業の り方が変わった 

  振り返りから授業を する という授業 の方法を する中で， い につ

いて考えてい ことに ジする教職員の や， 的に ールを ージする方法を

の授業で実践している が見られた。それは， り やすい を 的に示したこ

４  

教科  
ー  

 

の授業

に て

 

 

授業 で

ー の 成度 
を ・共  

 

授業研究  
ー の 成度と

の目  

・２  

年度の成果・

題から 年度の

方  
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とが かったのではない うか。 
じ目 に かう連  
しい学 実 の る 校の生徒をな とか したい。 年 になりたい自 になるた

に 自カ を作るという 的な目 を にしたことで， 年 で す

という から， が で た。これは連 につながるのではないかと じている。 
 
 

 と  
 

 

・６つの ・ を 成することが，学校教 目 の実現につながっているという が，

教職員の中に生 れている。 の を の うに てるか という 的な

を てていること。 
・教科 を通して の教職員と の教職員のつながりが なっていること。

いにわからないことを 合い，共 する関 がで て たこと。 
・ 授業 り ード や ・ 指導案 に って，授業の作り方が

されて たこと。 
 ・ 生徒が授業の中で振り返りをすることが して たことで， り で振り返り

をすることがで る うになって たこと。 
・ 生徒が授業において， 考える 発 ーシ の な を

しているのかを して学 でいる が，振り返りの に表れつつ ること。 
 

 

・教科 で 年 の のつながりはで て た。しかし， 教科と教科 教科と学校

な の横のつながりはこれから えな れ ならない。 
教科 と 教科主 学年 の を り にしていこうと考えてい

る。 
     教 科 自カ を 的に教科単 で考える  
     教科主 教科の横のつながりを 的につな  

    学 年 生徒の発 に合わせて な を にして， 
カ について する  

 
・ 生徒に３つの ・ を えるた の ・ の を こで してい のかとい

うこと。 
を 効に活用するとと に， 自カ の な を ってい たいと

思う。つ り，授業を通しての学びと授業 の学びを ジ トして， ル しい

てい を えてい たいと思う。    
・ 生徒自 が自己 で自 の を実 で る うにする 作りが 。 

授業 の で，自 の を 的に振り返り， と共 する を する。    
・６つの ・ が 生徒にしっかりと していないこと。 

生徒自 が考える６つの ・ についての自己 をする をつ る。 
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京都市立 小中学校 

 

 りに 
 

の  

  

  

 の ・ の な を  

                                 

 
授業 生 の の と の       

・ の ン ト 生徒  

 授業 思 を り入 た授業と  

 
に て   

 

 
授業 生 を るために   

授業  

 
授業 生 ン と   

・ の ン ト 生徒  

  振り返り  

  

 授業 生 思 う る  

  

 の  記  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の に いて う  

科の ートの の に，関

連単元配列表を活用して，教科横断的に

り る 活 を の うに

のかを話し合っている 。 
３つの ・ を 成するた に

的に学 を ジ トしている。 
 

の振り返り  

かったこと ったこと・ こ

と 当 で 当 という で話

し合った ， で共 している 。 
を らかにすることで， でわ

かりやすい振り返りとなった。 
 

学 

年 

部 

授 

業 

研 

究 

会
（
前
期
） 
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京都市立 小中学校 

 

 

  

  の  授との ン イン  

 授業 くり ン  振り返り トの  

 ・ の   

 
・  

 ・ の ン ト 生徒  

  の授業 の  

 
授業 を した授業 くり   

授業 の  

 
授業 授業 の振り返りを生 した授業 くり  

授 らの  

 の こ ま の を振り返る  

 に た ン ト  

 り の しと の を  授   

 
の を       

 ・ の ン ト 生徒  

 の の記  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

による の ン  

の研修 で，各教科 が の

ー を で している

。 の を自 た で作って

い という が った。 
 

授業  

の授業の 研究 の 。 
・ で の ー に沿って

の話し合いをしている。 
この話し合いで，成果と 題を らかに

して の方 を修 していった。
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京都市立 小中学校 

 

 記 な自 記  
 
 

校                   教  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教                 教 主  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主               研究主  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ ・ ジ トに な のや

られる のとして， の りが

られると思い すが，授業 に 的に り

学校に はで たとは思う の

の， ー （協 ）で授業を作るということに

関しては，その や 性は理解しつつ ，

が に立ってし っているのが現 で

す。 を の うに生 してい のかとい

う 題に カ ・ ジ トの

手法を活用して り たいと思い す。 

カ ・ ジ トを るに

たり， 校では授業 を り で てい

る。 ・ を う授業の の中で，生

徒の振り返りを ージし，それに びつ

いを考える授業の を共 し

の授業 ルを てい たい。その

ことで生徒自 授業に見通しを ，主

的な学び とつながるのではないかと考え

る。 たことを活かし，カ ・

ジ トを通して深い学び とつなが

る授業に り でい たいと思い す。 

校は 教 学校なので， と

が を えて研究を られる

という が です。 教 の 年 を

じ教 目 で じ で授業 を う

ことで， 校が る 学びのつながり の

実現 ると考え す。この 学びのつ

ながり は， 校学校教 目 を り

の 成 のた に なこと と

に示してい ことが で， の の

つになると じ した。 
 

教 学校で る 校では，開校２年目の

年度から，５年生 の学年で教科 を

実 し，これ での小学校（ ）の教員

にはなかったことに り で した。授業

では の教科で中学校（ ）の 生と

協 しており， 授業 等の生 の

し は る のの， これこそがカ ・

ジ ト と なが しながら

ー として り い授業 りに

り でい たいと考え す。 

  

２年 を通して じたことは， カ

・ ジ トは を ー に

てる ということで る。学校教 目 に

かって， なの を合わせな れ ，

た を てることはで ない。共 ・ 見

・ 発そして 。この り返しに っ

て ー になるの と思う。 
 った かりの で

るが， と教職員の のた にさら

に い ー になりたいと思う。 
 

年 を 教科 や での授業実

践，５年生 の教科 当 といった な手 を

用いた授業 を として研究を って した。

この を通して じることは，これ で職員 で

の 話の が生徒指導中 で ったが，この２年

においては授業 の 合わせや， グ

トの 果といった話が 学年と自 発生して

いることです。 た，これ で の 生が で

って た な が共 され，指導の に

つながっていると じること り す。これ

は，授業 を として，カ ・ ジ

トを い 的に の学 活 を見 した成果

と え す。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 他者から新たな知識を得る。

2 互いの感想を伝え合う。

3 共通点や相違点を考えながら話し合う。

4 事象の特色，事象の相互の関連を捉える。

5 互いの立場や意図をはっきりさせながら話し合う。

6 事象の意味を捉える。

7 他者の考えを捉え，自分の考えを広げたり深めたりする。

8 多様な方法で適切な情報を得て，自分の考えをまとめる。

9 事象の意味をより広い視野から捉える。

10 相手の立場や考えを尊重しながら話し合い，自分の考えを広げたり深めたりする。

11 課題解決に向け，互いの考えを生かし合う。

12 人間，社会，自然などについて自分の考えを広げたり深めたりする。

1 時間や事柄の順序などを捉える。

2 重要な言葉や文を捉える。

3 中心となる言葉や文を捉える。

4 事実と意見との関係を捉える。

5 目的に応じて，文章などを要約する。

6 目的に応じて，文章などの内容を的確に捉え，自分の考えを明確にしながら解釈する。

7 文章の中心的な部分と付加的な部分を読み分ける。

8 文章の全体と部分，例示や描写の効果などを捉える。

9 文章の論理の展開の仕方を捉える。

1 根拠をもとにして自分の考えを話したり，書いたりする。

2 事柄の順序に沿って，文章や話を構成する。

3 表記の間違いを正す。

4 段落相互の関係に注意して文章を書く。

5 目的に応じて，理由や事例を挙げて書く。

6 複数の事柄を比較したり関係付けたりして，考え表現する。

7 よりよい表現になるよう書き直す。

8 数量を表やグラフで表す。

9 事実と考えを区別して書く。

10 条件に着目して考えたり，推論したりする。

11 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして文章を書く。

12 表現の効果について確かめたり工夫したりして書き直す。

13 話し合いの話題や方向を捉えて話し合う。

14 表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて書き直す。

15 説明や具体例を加えたり描写を工夫したりして書く。

16 論理の展開を工夫し，説得力のある文章を書く。

17 文章を批判的に読みながら，自分の考えを深め，表現する。

1 「なぜそう思うか。｣

2 「本当にそれでいいのか。」

3 「他に方法はないのか。」

4 「大事なことを落としていないか。｣

5 「順序立てて考えられているか。｣

6 「はじめ・中・終わり，と内容を分けて考えられているか。｣

7 「話の中心とずれていないか。｣

8 「話題に合った内容になっているか。｣

9 「相手の言いたいことが分かっているか。｣

10 「起承転結など，効果的な構成で考えられているか。｣

11 「自分の考えを，的確に分かりやすく表現しているか。｣

12 「相手の考えを参考にして考えているか。｣

13 「それぞれ（の立場や人）の考えを比べながら，分かりやすく表現しているか。｣

14 「自分の考えをもちながら，様々な考えを取り入れて，考えを広げているか。｣

15 「目的や状況に応じて，考えを論理的かつ効果的に表現しているか。｣

16 「論理の展開の仕方や表現の仕方について評価し，自分の表現に役立てているか。｣

Ⓐ
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点

Ⓑ
論
理
的
思
考

㋐
分
 

析

㋑
論
理
構
築

Ⓒ
メ
タ
認
知

ビジョン

向島秀蓮小中学校　クリティカル・シンキング活動表

項目 番号 クリティカル･シンキングを促進する主な学習活動等
ベーシック チーム

部会で検討して作成しました。 赤 の部分が向島秀蓮小中学校に向けて新たに加えた項目になります。また， オレンジ のところにつ

いても，学年を考え可能と判断した項目になります。項目ごとに記号や番号をふったので，指導案などで記載する際に，Ⓑ－㋐ー１（論理

的思考－分析－時間や事柄の順序などを捉える。）とできるようにしました。

部会で検討して作成しました。 赤 の部分が向島秀蓮小中学校に向けて新たに加えた項目になります。また， オレンジ のところにつ部会で検討して作成しました。 赤 の部分が向島秀蓮小中学校に向けて新たに加えた項目になります。また， オレンジ のところにつ

いても，学年を考え可能と判断した項目になります。項目ごとに記号や番号をふったので，指導案などで記載する際に，Ⓑ－㋐ー１（論理いても，学年を考え可能と判断した項目になります。項目ごとに記号や番号をふったので，指導案などで記載する際に，Ⓑ－㋐ー１（論理

的思考－分析－時間や事柄の順序などを捉える。）とできるようにしました。的思考－分析－時間や事柄の順序などを捉える。）とできるようにしました。

赤 オレンジ
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資質・能力育成指導案 

 京都市立 小中学校 

指導者 科   

     ２年 ３ （ ） ５校 （ ３ ５ ４ ） 

学年      ５学年２  

・ の 成に て 

 

 

 

  

 

 

 
（ ） ・ の 成に た実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 一人一人の人間性を高め 未来を拓く力の育成 

 
教科部会テーマ 書くことが学びの核となるのか 

考える力 
いに して，自 の考えを ，協 的な活 を 

通して，思考を たり，深 たりする。 
・
・自 の に生かすた に， 者の の

方の さについて と る。 

発信する力 コミュニケーション力 
手や に応じて な発 方法を し，目的や

に応じて を活用する。 

・自 の 見の となる 表やグ フを用
いて を 。 

の 見に関連 ながら，立 を にして 
自 の考えを える。 
・ いた を で を え合い，自
や の の いとこ を見つ る。 

上段 
ステージで目指す 
具体的な子どもの姿 

下段 
本単元の重点取組内等 
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研究協議授業 

教科・単元   科・ を用いた の効果を考えて 見 を こう 

小単元の目  
・ と との関 の 方， な に る と との関 の表し方を理解し使うことがで る。（ ・ （２） ） 
・ 用したり 表やグ フな を用いたりして，自 の考えが わる うに 表し方を工夫することがで る。（思・ ・表 ） 
・目的に応じて， と 表な を び るな して な を見つ たり， の 方について考えたりすることがで る。
（思・ ・表 ）
・ り と 表な を び て ，学 の見通しを って， った 者の工夫を生かして， を用いた 見

を こうとしている。（主 的に学 に り 度） 
 

単元 と  
 単 元   と  
 

 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

単元の見通しを つ。 
 

の 成を 理し，内容を える。 
 
 

者が 表やグ フ， を使った と効果を考え，
を える。 

者の考えや の 方について，自 の考えを と る。 
 
５で と たことや， 表を用いて と に生かしたいこ
とをグルー で し合う。 
 

見 を ことについて学 の見通しを つ。 
 

を たり，教科 のグ フや表を 考にしたりし
て，自 の考えに合う を る。 
グ フや表を用いて， 見を に 。 
 
 

いた を と 合い， が るとこ につい
て， 見や を する。 

・  
と との関 の 方， な

に る と との関 の表し方を理解し
使っている。（発 ・ 見 ） 

思考・ 断・表現 
５ こと において，目的に応じて，

と 表な を び るな して な
を見 たり， の 方について考えた

りしている。（発 ・ ート） 
こと において， 用したり，

表やグ フな を用いたりして，自 の考え
が わる うに 表し方を工夫している。
（発 ・ 見 ） 

こと において， いた に
する や 見を え合い， いの の
いとこ を見つ ている。（発 ・ワー シ
ート） 

主 的に学 に り 度 
り と 表な を び て

，学 の見通しを って， った 者
の工夫を生かして， を用いた 見
を こうとしている。            
（発 ・ ート） 
 

各教科にお る 年 シート   

５ の目  

 グ や表の用い方， の 成のしかたに 目して 見 を 合い， の いとこ を見つ ること

がで る うにする。

６ の展開 

の 力  力 

学  

の  

な発  

・ る の  
と  

・

・  

の資質・能力 育成する の  

 の てを
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

これ でに，グ フや表
を用いて 見 を
した。 は， いた 見

を 合って の
いとこ を見つ し
う。  

は う されて
いるか，考えを る

のになっているかと
いった を示し，

を か る。 

 
 

 これから 見 を と に生かしたいことは か。 い 
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２ 見 を 合い，
を する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ で いたこ
とを共 し， を用
いて 見 を
に なことを と

る。 
 
 
 
４ 単元の学 を振り
返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の 見 で， かり
やすかったとこ は こ
ですか。 

・ と が 応してい
るので かりやすかった
です。 

・自 の 見に合った
を で しているの
で かりやすかったで
す。 

 
 

の る を
た には， うすれ い
いですか。 

・目的に合った を
うにしたいです。 

・ と を 応させて
たいです。 

 
これから 見 を と
に生かしたいことは

ですか。 

じ立 のグルー
なる立 のグルー
で し， に 目

してそれを の うに
しているのかが

かる うにする。 
が に い 合，
かりやすいと思っ

たとこ なる と
思ったとこ から見つ

る うに する。 
 

ル を に の
成を か られる

うにする。 
 
 
 
 
 

教科 の たいせつ や
を 考にし， を

用いて を り，
いたりすると の
トを か る。 

 

 表やグ フを用いること でな 自 の 見を に える 方について いている。 

と 表やグ フと 応させて と が がると かった。これから 見 を と に

は，自 の 見に合った を び， こに 目したのかが かる うに に表したいと思い す。

た，自 の考えと から かったことを して うにしたいです。 

 表やグ フを用いることの効果について いている。

 と 表やグ フと 応させて と が がると かった。これから 見 を と に

は，自 の 見に合った を び， こに 目したのかが かる うに に表したいと思い す。 

 表やグ フを用いることの効果について れていない。 

 の 見 を で かりやすかった。自 したい。 

者  
  

じ立 のグル
ー なるグ
ルー で する
ことで，考えが が
っているか。 

者  
  

科に ら い
い な での活

用を して自 の
考えを と ている
か。 

で目指す生徒の りかえり 
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 しい に る ・ ント 

 
ル を ， 生徒の学びを するた ，各学校においては，学

校 で 的にカ ・ ジ トに り ，これ で当たり の うに 年

で っていた や 等を見 さ るを ない になってい す。 た，かつて したこ

とのない の中で， た が変 を に ， かな 性を えた な

の り手として， が他者との関わりの中で目指す を ，共 し，実現

してい た に な ・ を 成することが られてい す。 
 京都市立学校では， ール に り の

が っており， ， を活用し，指導方法や指導 の

工夫 に り， に応じた指導 の 実を りながら， 主 的・

話的で深い学び を実現し，学びの や い ・ の

成に た効果的な の展開が され す。そのた ， の

活用を当たり のこととし， 生徒自 が を自 な発 で活用する や授業

が られ す。 た，カ ・ ジ トを 実させ，各教科等で 成を目指す ・

等を したうえで， を 主 的・ 話的で深い学び の実現に た授業 に生

かしつつ，学 の となる ・ ，現 的な 題に 応する ・ は と り，

は せなかった ・ の 成を ってい た ， 学 はじ ，学校 での学びの

実を ってい な ， に さわしい学校教 の実現を の教職員が し

てい ことが られてい す。 
 その うな の中， 理職に されることは， ジ を に示し， の 的な

において教職員の ト を に 入れるな しながら，カ ・ ジ

トの３つの を に，教 主 ，研究主 が ー ーシ を発 で る うに ートす

ること， 学 ・学 や学校 等 でな ，教員それ れが の授業を振り返

り，カ を する う させること， 等と な連 を ることな が

となり す。 た，教職員に されることは，教 主 ，研究主 等の ー ーシ の

と，学校 で 成を目指す ・ を し， 的な 生徒 の手立てを思い か

ながら，授業 ， 等の見 し， の活性 等を自 として え，考え，実践してい

ことが られ す。す ての教職員がそれ れの を生かしながら を合わせ，自校の教

を り合える学校 りを通して， に開かれた教 の実現を目指し， 生徒

が に てから 学 ことを生かせる うにしてい ことが られ す。 生徒が，

に てから する 題は，教科 とでは り せ 。教科 とに 題が て るのは学校

で り， 業 生 て ・ を 成すること，各教科等で した が に つ

ながる う，学校教 の の を ってい ことです。 
 現 では， ツ・ ー の教科横断的な は られる のの， シ

ー・ ー の は ないといった 題が り す。 ツ・ ー の では，教科

を通して学 を てい ，学年 とと に学 内容が り，深 ってい す。これ

と に， シー・ ー の において ，学年 とと に学 内容を ，深

てい る う，学年 のつながりを学校 で共 する うな研究実践が され す。 成を

目指す ・ を え，学年 とに目指す 生徒の の を共 したうえで，学年

で成 する を校内 で共 しながら，小中 年 を見通した につな てい こと

がす ての学校に られてい す。 
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 こ らの に したいこと 

 

 授 ら 
が提案した ー グ・ においては，生徒の ージェ シ

ー 変 を こすた に，自 で目 を し，振り返り， を って する （ ，

は ） が中 的 とされてい す。 ージェ シーは， 成する シ

ー（目 ）として ，学 の当 者としての 的な関わりの発 （ ）として さ

れてい す。 者は， り， 生徒のカ ・ ジ ト の関 の 性を

じて した（ 他）。カ は に り 学 れる のです。学びの主

で る が，自 た の学びを り い のにし うと目 を ったり，学び方を学 り，

自ら学 を振り返ったり，学 で る学 の を ジ な のにすることに 的

に関 したりすることは， な目で れ ，カ ・ ジ ト の と

えられ す。このことは， さにこの ージェ シーの 成と発 の考え方と なる のです。

た，学 指導 が 成を す 主 的に学 に り 度 の は， り い を

なおうとする と 自らの学 を し うとする の２ から うことが提 され

てい す（ 科学 ・ 立教 研究 ）が， ージェ シーは，これらと 関わる で

す。 
 とこ で， の ージェ シー発 は， 教 の 性や教 に る指導を する ので

はない（ ） ことを してお す。 し ， が ージェ シーを発 するた

の ー を用 し， に し， 修 や を うた には，教 の い 性や指

導性が となり す。 の を 手 す や， な指導方法を する 断 が

です。 単なことでは り せ が，発 を考 しながら， と教 が共に授業や

学 をつ ってい なかで， が見せて れる成 は教 の手応え， びとなり す。 
 では り せ 。教員 の職員や フ， 者や ，学校に協 して

れる 業や   な の ー ル ーを ， ジ を共 し，それ れの立 に

応じた，カ の ジ な関 を すことがこれからの学校 には られ

す。 え ， に を する は，学校の ジ ，関 して らうカ

の らいと当 授業の目 ， の実 な の理解を し，実践 には，教 とと

に振り返る を るな が となり す。京都市の学校が開発・ して た

・ ールの実践は，カ ・ ジ トを える です。さらに，教 から

の 的に す ，学校 とカ ・ ジ トを 関連 て学校

の ー を し発 することが られ す。 に開かれた教 という学 指導

の理 は，この うに な の協 に って実現されてい のです。校 は校内 で

な で ー ーシ を発 することが されてい す。 
 カ ・ ジ トは，学校の実 に応じて，各学校が協 的に り る

的 な です。 解 を るのではな ，各学校なりの 解 の を， で

な 者や ， 生徒 ながら， ていた たいと思ってい す。 
 

用  
ジェ トが 教 の ル ，  

・ ・ ・ （ ） カ ジ ト・ ド

うせい，  

9
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に を振り返って  

 
 の に 記 したとおり，カ ・ ジ トは， った しい方法を

導入することを目的とする のでは り せ 。 し ，これ で各学校で り れて た教

活 の の を るた の な を， て見 し， 理するといった 合いが い

のです。 
 しかしながら， の学校では， しい 題（ ）が て た の うに り

いかわからない な ， の が かれ した。教員の 方 が の 題となる中，

カ ・ ジ トに り た に， が える うなことが れ ，

です。そうした の と，教 員 主 に る， 市研修の開 や 教職員 の ー

フ トの配 な に り で したが，なに り学校の 的な実践 が と考え，

研究 業に り で した。 
 た， 研究 業では， 教授（ 教 学 学 連合教職実践研究科），

教授（京都 学教職 職 ）に いた ， い から指導・ をいた い

て した。 性の い指導 は と り， カ ・ ジ トは 的な ので

る。 自 が成果と考えて り れて い。 （ 研究 業に り ことで）こ

れ でに見えてこなかった各 生の さが見えて ている。お いに の を わされるな

， 性が っている。 な ， に かい しの をいた たことは，指 ３校の

生方を る のとなったと思い す。 
 指 ３校の 生方から，教職員の ーシ につながる う， を て い

た した を し す。 
 
 小学校 自 た が実践したことを び合うことは， ーシ や となり，

に つながる。これ では， の発 しかなかったが， ートに り の 生方と

で る い が られた。発 しながら し， しい目 を つことで，これ で自 た

で ことがで なかった に いてい たい。  
 太秦中学校 ， の市立中学校の研究主 の関わりを つことを目的として，

で した。学校 で をすることは， ーシ の に つながる。 方 が

中で，教職員の を る うな 実 がないとし なって るた ，教職員自

が っている成果を じられる う工夫してい たい。  
 小中学校 で手 たえを じることがで るのかについて， でいる。とにか

が し らに り でいることは いないが， び合う に， を って び合うのか，

的なとこ が しい。 の変容が見られたと は びを じるが， に見られる ので

はないた ，発 することの さを て実 している。単 に， トを提示するこ

と で り，学校 の ート等で び合うことがで れ い。  
 
 の り方が 的に変わる が し す。 た， ル の

な な な に って， しい の学校教 に た が

展してい す。す ての教職員がそうした の変 を に ，生 を通じて学び

， た の さや 性を に すた ，主 的な学びを する

者としての を果たしていた たいと考えてい す。 
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